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　この度、沖縄担当大臣を拝命いたしました　梨康弘です。
　沖縄政策という重要な課題を担当することとなり、身の引き締まる思いです。これまでの経
験等も活かし、また、地元の皆様の御意見を丁寧に伺いながら、沖縄の発展に全力で取り組ん
でいく所存です。
　先日、一日でも早く現地を訪れたいとの思いから、国立沖縄戦没者墓苑を参拝し、戦禍に遭
われた御霊に対して謹んで哀悼の誠を捧げ、沖縄の発展のために力を尽くしていくことをお誓
いするとともに、県知事や県議会議長らと直接お会いして、沖縄が抱える課題等について意見
交換いたしました。
　昭和47年の本土復帰以降、政府においては、各種社会資本整備や産業振興など、多岐にわ
たる沖縄振興に取り組んできました。それらと、沖縄県民の皆様のたゆまぬ努力が相まって、
県内総生産や就業者数が全国を上回る伸びを見せているほか、沖縄のリーディング産業であ
る観光産業については、令和７年度の観光収入と入域観光客数が過去最高を記録するなど、
沖縄経済は着実に成長しています。
　しかしながら、全国最下位の一人当たり県民所得やこどもの貧困問題など、なお解決すべき
課題が存在しています。一方で、沖縄はアジアの玄関口に位置する地理的特性や日本一高い
出生率など、他県にはない優位性・潜在力を有しています。
　沖縄が抱える様々な課題の解決に向けた地元の取組を支援するとともに、沖縄の持つ優位
性と潜在力を活かしながら、「強い沖縄経済」の実現に向けて、基地跡地の利用も含め、国家
戦略として沖縄振興策を総合的・積極的に推進してまいります。

就任の御挨拶副大臣及び大臣政務官のプロフィール

内閣府特命担当大臣
は

い
ま

さ
か
も
と
　
　
　り
ゅ
う
た
ろ
う

い

え

り

こ

なし やすひろ

　梨　康弘

令
和
8
年
9
月
17
日
付
け
で
、沖
縄
及
び
北

方
対
策
を
担
当
す
る
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

に
、
梨
康
弘
衆
議
院
議
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

令
和
8
年
9
月
18
日
付
け
で
、沖
縄
及
び
北
方
対
策

を
担
当
す
る
内
閣
府
副
大
臣
に
、今
井
絵
理
子

参
議
院
議
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

令
和
8
年
9
月
18
日
付
け
で
、沖
縄
及
び
北
方
対
策

を
担
当
す
る
内
閣
府
大
臣
政
務
官
に
、坂
本
竜
太
郎

衆
議
院
議
員
が
就
任
し
ま
し
た
。
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冬瓜（シブイ）・トロっとした食感が特徴

車麩・スープを染み込ませて食べる

アーサ・磯の風味が特徴

沖縄そば発信家

PROFILE【プロフィール】
さんぺい沖縄そば発信家。本名：山城 
晋平（やましろ しんぺい）。1976年那
覇市生まれ。2012年に沖縄そばの食
べ歩きを始め、ブログやSNS等で沖縄
そばを広める活動を行っている。
2023年5月TBS「マツコの知らない世
界（沖縄そばの世界）」に出演。2025年には沖縄そばグ
ランプリや桜坂劇場での「沖縄そばの日」イベントを企
画・実施。著書に『さんぺいの沖縄そばの歩きかた』
（ボーダーインク、2025年）がある。
※本連載は、著者のさんぺい氏の沖縄そば食べ歩き体験
　に基づいた感想や考察を基に構成されています。

　
皆
さ
ん
、
沖
縄
そ
ば
の
具
と
言
え

ば
何
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う

か
？

　
伝
統
的
な
三
枚
肉
、
最
近
人
気
の

軟
骨
ソ
ー
キ
、
ゆ
し
豆
腐
が
好
き
と

い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
沖
縄
そ
ば
専
門
店
に
行
く

と
、
他
に
も
て
び
ち
そ
ば
、
中
味
そ

ば
な
ど
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
が
並
ん
で

い
ま
す
。
明
治
後
期
に
原
型
が
成
立

し
た
沖
縄
そ
ば
は
、
三
枚
肉
、
か
ま

ぼ
こ
、
ネ
ギ
、
紅
生
姜
が
ベ
ー
シ
ッ

ク
な
具
材
と
さ
れ
、
戦
後
、
ソ
ー
キ

な
ど
新
し
い
具
材
が
生
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
沖
縄
そ
ば
は
、
沖
縄
に
あ
る

素
材
を
載
せ
る
い
わ
ば
器
の
よ
う
な

存
在
で
も
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
発
展

し
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま

す
。

　
私
が
、
今
後
さ
ら
に
広
ま
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
沖

縄
そ
ば
の
具
材
を
い
く
つ
か
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
「
麩
（
ふ
）
」
、
グ

ル
テ
ン
を
主
な
原
料
と
し
た
加
工
食

品
で
す
。
全
国
的
に
は
味
噌
汁
の
具

と
し
て
メ
ジ
ャ
ー
な
お
麩
で
す
が
、

沖
縄
で
は
、
ふ
ー
ち
ゃ
ん
ぷ
る
ー
な

ど
炒
め
も
の
に
多
く
用
い
ら
れ
家
庭

料
理
の
中
で
も
親
し
み
の
あ
る
具
材

で
す
。
最
近
、
沖
縄
そ
ば
屋
の
中
で

も
麩
を
用
い
る
店
が
出
て
き
ま
し
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。
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徴
と
し
て
ル
ッ
ク
ス
の
イ
ン

パ
ク
ト
と
独
特
の
食
感
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
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冬
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（
と
う
が

ん
）
」
。
沖
縄
で
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シ
ブ
イ
」
の

名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
夏
野
菜
で
、
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物
や
汁
物
と
し
て
食
べ
る
こ
と
が

多
い
食
材
で
す
。
元
々
汁
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と
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て
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て
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、
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縄
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ば

の
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ー
プ
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よ
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と
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た
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感
と
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わ
い
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と
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縄
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が
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数
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り
ま
す
。
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縄
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と
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縄
の
家
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で
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き
ま
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。
最
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サ
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ば
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を
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供
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り
、

ト
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用
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店
が
増
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い
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。
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サ
の
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ば
に
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の
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り
を
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を
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に
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て
く
れ
る
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と
。
特
に
魚
介
系
ス
ー
プ
と
の
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性

は
抜
群
で
す
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光
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に
も
人
気

で
、
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縄
ら
し
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」
を
演
出
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割
も
あ
る
の
で
は
な
い
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か
。

　
簡
単
に
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げ
た
だ
け
で
も
こ
れ
だ

け
あ
る
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縄
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ば
の
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具
材
候
補
。

他
に
も
、
も
ず
く
は
既
に
人
気
に
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て
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ま
す
し
、
海
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ウ
を
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せ
る
店
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
調
理

方
法
に
よ
っ
て
は
ゴ
ー
ヤ
ー
や
島

ら
っ
き
ょ
う
、
パ
パ
イ
ヤ
な
ど
と
の

組
み
合
わ
せ
も
で
き
る
か
も
。
沖
縄

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
農
作
物
・
畜
産

物
・
海
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物
の
宝
庫
で
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ま
だ
ま
だ

可
能
性
が
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う
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す
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の
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第
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話
　

3 ����ᴹ11�1�月߸

8 ① おしえて！どっきん ! ! ～公正取引委員会の広報・広聴活動～

10 ② 我が国の財政の現状や政府の取組を情報発信
11 ③「食の安全・安心に関するweb講演」を開催しました
12 ④ 特定家畜伝染病の発生に備え、防疫作業説明会を開催

⑤
消費者の部屋 夏休み特別講座

『親子見学バスツアー』を開催しました
13 ⑥ キッチンの排水口のその先は？～汚泥が肥料になるまで～
14 ⑦ 沖縄県産農林水産物・食品のポップアップストアを開催しました！

⑧ 沖縄の魅力的な特産品を海の向こうへ！
～海外展開のセミナーを開催しました～

15 ⑨「おきなわ書店MAP」を作成しました！
16 ⑩ コンプライアンスに関する出前講座の案内

⑪ ゴヤガジュマル再生への歩み　～これまでの経緯～

17 ⑫ 令和８年度船員労働安全衛生月間の実施

 仕事の窓 ★

4 特集① AIが切り拓く沖縄農業の未来

6 特集② 高付加価値観光地づくりと沖縄の魅力
〜地域に息づく豊かさを未来へつなぐ〜

 特集 ★

3 さんぺいの沖縄そば紀行　第4話
18 沖縄の伝統的工芸品　その3

 連載企画 ★

1 内閣府特命担当大臣就任の御挨拶・
副大臣及び大臣政務官のプロフィール

 就任の挨拶 ★

19 クイズ（うちな～んQ）・おしごと紹介【運輸部】・採用担当のひとこと

 なかゆくい ★

20 農業者の老後に安心を　農業者年金の６つのポイント
21 11月は事業承継啓発月間

 お知らせ ★

群星（むりぶし）とは、
沖縄の方言で「昴星（すばるぼし）」のことで

「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。

本誌のタイトルについて
2026

November-December

428 号

表紙写真
「電照菊」（うるま市）

東村慶
げ

佐
さ し

次湾のヒルギ林に生息する
ヒルギの種子はどのように発芽する
でしょうか？

①地面に落下した後に発芽
②親木についたまま発芽
③水面を浮遊しながら発芽

 答えは P19！

問題今日から使える
沖縄雑学クイズ

　今回の表紙写真は、夜のドライブ
中に偶然見つけた「電照菊」の風景
です。
　夜景の撮影を趣味としていた私
は、この日も被写体を求めて沖縄北
インターチェンジからうるま市方面
へ車を走らせていました。すると、
暗闇の中にひときわ明るく光る一帯
を発見。近づいてみると、畑一面を
電球が照らしており、県外出身の私
にとって初めて目にする光景だった
ため、思わずカメラを向けました。
　実は、その時点では「電照菊」と
いうものを知らず、後になって調
べて初めてその名前を知りました
（照）。
　電照菊は冬の沖縄を代表する風景
の一つで、「キクミネーション」と
も呼ばれ、地元の方々はもちろん、
近年では観光客にも親しまれていま
す。一般的に 12 月から 3月頃にか
けて見頃を迎えるようで、夜の畑に
広がる温かな光が幻想的な景色をつ
くり出しています。

総務部 防災・危機管理課
木下　亮



冬瓜（シブイ）・トロっとした食感が特徴

車麩・スープを染み込ませて食べる

アーサ・磯の風味が特徴

沖縄そば発信家

PROFILE【プロフィール】
さんぺい沖縄そば発信家。本名：山城 
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画・実施。著書に『さんぺいの沖縄そばの歩きかた』
（ボーダーインク、2025年）がある。
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　に基づいた感想や考察を基に構成されています。
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べ
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縄
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ニ
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縄
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縄
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縄
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。
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お問合せ先　農林水産部 生産振興課　☎098-866-1653

　国際情勢の不安定化や自然災害、気候変動などの影響、人口減少や高齢
者の引退による担い手の急減、農業資材価格を含めた物価高騰への対応
など、農業を取り巻く環境が大きく変化する中、生産者の作業負担軽減や
経営改善につながる技術としてAIを活用したスマート農業への注目が高まっ
ています。今回は、県内で進む施設園芸と花き生産の事例を通して、AI活用
の最前線を紹介します。

　全国有数の小菊産地である沖縄県では、生産資材や輸送費の高騰が
課題となっており、需要期に向けた計画生産・計画出荷、輸送コストに
左右されない販売・所得確保が重要となっています。JAおきなわでは、
営農指導員が収集した小菊の生育情報をシステムに入力してデータ化
し、AIが出荷時期を予測するシステムの活用を進めています。

従来は紙による情報管理が中心で、情報集約や出荷計画の策定に
時間がかかることが課題でした。その結果、需要期における船便輸送の
タイミングを逃し、輸送コストの高い空輸を利用せざるを得ない場合が
ありました。

　AIを活用したシステムの導入後
は、生育情報をリアルタイムに
把握できるため、産地全体の
出荷予測や物流計画の精度向上
につながっています。船便の活用
による輸送コスト削減や販売戦
略の強化を通じて、農家所得の
向上が期待されています。

AIやDXは、農業者や農業関係者の経験・技術を支える新たなパートナーと
して活用されています。省力化だけでなく、生産性向上や経営改善にもつながる
取組として、沖縄県内でもAIの活用が進みつつあります。持続可能な農業の実現
に向けて、AIを活用したスマート農業への期待はさらに高まっています。

データと経験をつなぐスマート農業最前線
AIが切り拓く沖縄農業の未来

糸満市の施設できゅうりを栽培する山城 豪さんは、AIを活用した
自動かん水施肥システム「ゼロアグリ」を導入しています。このシステ
ムは日射量や土壌水分などのデータをもとにAIが必要な水分量や
施肥量を計算し、自動で管理を行います。

　従来は複数のほ場を回りながら、きゅうりの状態を見て、手作業で
経験を頼りにかん水や施肥を行っており、経験の浅い従業員に任せる
ことも出来ず、多くの時間と労力が必要でした。また人手不足も
あり、追肥作業が遅れてきゅうりの生育に支障も出ていました。ゼロ
アグリ導入後は、AIが生育環境
に応じて必要な水分量や施肥
量を予測・計算し、最適なかん
水・施肥を自動で行うことで、管理
作業の負担が大きく軽減されまし
た。また、スマートフォンで複数の
ほ場のモニタリングや遠隔制御を
行うことが可能となり、作業時
間の短縮にもつながっています。
特に、かん水作業に要する時間
はほぼ０になり、導入前に比べて
96%短縮されました。また、ゼロ
アグリを導入した施設では台風時
でもかん水や施肥を行うことがで
きるため、被害が少なく済みます。

　さらに、山城さんによれば、
ゼロアグリを導入した施設では
適切な施設内環境を整えられるこ
とから、病害の発生も抑えられ、
生産の安定化や収量向上も実感
しているといいます。現在は、AI
導入によって生まれた時間を活用
し、新たな作物の栽培に挑戦する
など、経営の幅も広がっています。

AIが自動で調整してくれるため、日々の
管理が楽になりました。空いた時間を他の
栽培にも使えるようになっています。
また、ゼロアグリを導入した区画のもの
は、明らかに樹の状態や葉の色が良いと
感じています。 山城 豪さん

特
集

Special Feature

1

AIがかん水施肥を自動化
きゅうり栽培の省力化と生産性向上

AIによる生育予測で出荷を最適化
AIが支える小菊産地の出荷計画

未来へつなぐスマート農業

ゼロアグリを導入したきゅうり栽培ハウス。
環境データを活用し、最適な水と肥料を自動で
供給している。

農産物の安定販売には生産・出荷情報がとても重要です。
出荷計画の精度を高め、販売先に正確な情報を提供する
ことで販売価格をアップさせ、コスト削減と農家経営の安定
につながることを期待しています。

関係者コメント

JAおきなわ 谷川さん
出荷予測システムでは、各地の営農指導員から
報告された情報を集約し、AIで分析、植付け
から出荷時期までを予測。

県内各地の小菊ほ場で営農指導員が生育状況を
確認し、スマートフォンを利用して生育情報を
出荷予測システムへ入力。

生産者コメント
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沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、

観
光
庁
が
進
め
る
「
地
方
に
お

け
る
高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く
り
事
業
」
に
お
い

て
、
沖
縄
県
や（
一
財
）沖
縄
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

沖
縄
・
奄
美
エ
リ
ア
の
魅
力
を
世
界
へ

発
信
す
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
単
に
高
付
加
価
値
旅

行
者
（
１
回
の
訪
日
旅
行
で
１
０
０
万

円
以
上
を
消
費
す
る
旅
行
者
）
と
呼
ば

れ
る
人
々
を
呼
び
込
む
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。地
域
に

受
け
継
が
れ
て
き
た
自
然
、
文
化
、

歴
史
、暮
ら
し
の
価
値
を
見
つ
め
直
し
、

そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
体
験
と
し
て

磨
き
上
げ
る
こ
と
で
、
地
域
へ
の
誇
り

や
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
く
取
組
で
す
。

　
近
年
、
世
界
の
旅
行
者
、
と
り
わ
け

高
付
加
価
値
旅
行
者
の
間
で
は
、豪
華
さ

や
利
便
性
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
土
地

で
し
か
出
会
え
な
い
本
物
の
文
化
や
自

然
、
人
々
の
暮
ら
し
に
触
れ
る
旅
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な

中
、
沖
縄
・
奄
美
エ
リ
ア
は
、
琉
球
の
精

神
性
や
豊
か
な
自
然
環
境
、
歴
史
文
化
、

そ
し
て
心
身
の
豊
か
さ
を
育
む
島
と
し

て
、国
内
外
か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

　
世
界
の
人
々
が
価
値
を
見
い
だ
し

て
い
る
沖
縄
の
魅
力
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。そ
し
て
、
そ
の
価
値
を
最
も
身

近
に
持
つ
私
た
ち
沖
縄
県
民
は
、
そ
の

魅
力
を
ど
れ
だ
け
認
識
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

　
沖
縄
は
、本
土
復
帰
以
降
、入
域
観
光
客

数
は
大
き
く
増
加
し
、観
光
は
沖
縄
経
済

を
支
え
る
重
要
な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。青
い
海
や
美
し
い

ビ
ー
チ
、温
暖
な
気
候
は
も
ち
ろ
ん
大

き
な
魅
力
で
す
。し
か
し
、
国
内
外
の

旅
行
者
が
沖
縄
に
求
め
て
い
る
の
は
、

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
旅
行
者
が
沖
縄
に
見
い
だ
し
て
い
る

の
は
、「
沖
縄
で
し
か
体
験
で
き
な
い

本
物
の
価
値
」で
す
。

　
今
、
世
界
の
観
光
ト
レ
ン
ド
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。単
に
「
ど
こ
へ

行
く
か
」
で
は
な
く
、「
そ
の
土
地
で

何
を
感
じ
、
ど
の
よ
う
な
気
づ
き
や

学
び
を
得
る
か
」
と
い
う
本
質
的

な
体
験
が
重
視
さ
れ
る
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。そ
う
し
た
視
点
で
改
め

て
見
つ
め
直
し
た
と
き
、
沖
縄
に
は

世
界
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る
魅
力
が

ま
だ
ま
だ
数
多
く
眠
っ
て
い
る
は
ず

で
す
。

　
沖
縄
は
、
か
つ
て
世
界
で
も
有
数
の

長
寿
地
域
と
し
て
そ
の
名
を
馳
せ
ま

し
た
。健
康
的
に
歳
を
重
ね
る
人
々
が

多
く
暮
ら
す
「
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
」
の

一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
、
そ
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
は
今
な
お
国
内
外
か
ら
高

い
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
沖
縄
本
島
北
部（
や
ん
ば
る
）に

は
、
古
く
か
ら
人
々
が
自
然
と
共
生

し
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
歴
史
が

あ
り
ま
す
。そ
の
特
徴
は
、単
に
健
康
的

な
食
事
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。地
域

の
人
々
と
の
結
び
つ
き
や
助
け
合
い
の

文
化
、
日
々
の
農
作
業
な
ど
で
自
然
と

体
を
動
か
す
生
活
、
そ
し
て
生
涯
に

わ
た
り
役
割
を
持
ち
続
け
る
「
生
き
が

い
」を
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
、沖
縄
に
は
、日
々
の
食
事
が

体
を
癒
や
す
と
い
う「
ク
ス
イ
ム
ン（
医

食
同
源
）」や
、
心
身
を
健
や
か
に
す
る

「
ぬ
ち
ぐ
す
い
（
命
の
薬
）」
と
い
う
思

想
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。ゴ
ー
ヤ
ー

や
ハ
ン
ダ
マ
な
ど
の
島
野
菜
、
フ
ー
チ

バ
ー（
ヨ
モ
ギ
）な
ど
の
薬
草
類
を
活
用

し
た
食
文
化
、
昆
布
や
豆
腐
を
取
り

入
れ
た
琉
球
料
理
な
ど
、
暮
ら
し
そ
の

も
の
が
健
康
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
世
界
で
は
近
年
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
（
心
身
の
健
康
や
生
き
が
い
を
含
む

幸
福
な
状
態
）
や
ウ
ェ
ル
ネ
ス
（
よ
り

良
い
暮
ら
し
を
目
指
す
考
え
方
）
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。実
は
沖
縄

で
は
、
こ
う
し
た
価
値
観
が
特
別
な

も
の
で
は
な
く
、
古
く
か
ら
日
々
の

暮
ら
し
の
中
に
自
然
に
根
付
き
、
育
ま

れ
て
き
ま
し
た
。私
た
ち
に
と
っ
て

当
た
り
前
の
暮
ら
し
の
知
恵
こ
そ
が
、

国
内
外
か
ら
関
心
を
集
め
る
貴
重
な

資
産
で
あ
り
、「
本
物
の
価
値
」の
原
点

な
の
で
す
。

　
沖
縄
の
価
値
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ

な
い
も
の
が
、
自
然
と
共
生
す
る
中
で

育
ま
れ
て
き
た
精
神
文
化
で
す
。

　
現
代
社
会
で
は
、
便
利
さ
と
引
き

換
え
に
、人
と
人
、人
と
自
然
と
の
つ
な

が
り
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
沖
縄
の
文
化
は
、

「
人
は
自
然
の
一
部
と
し
て
生
か
さ
れ

て
い
る
」
と
い
う
普
遍
的
な
価
値
観
を

体
現
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
万
物
に

神
が
宿
る
と
す
る
自
然
信
仰
で
す
。

沖
縄
の
人
々
は
、
集
落
の
聖
地
で
あ
る

「
御
嶽（
う
た
き
）」を
大
切
に
守
り
、海

の
彼
方
に
あ
る
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
と
い
う

理
想
郷
か
ら
豊
穣
が
も
た
ら
さ
れ
る
と

信
じ
て
き
ま
し
た
。自
然
の
恵
み
に
感

謝
し
、日
常
的
に
手
を
合
わ
せ
る「
ウ
ー

ト
ー
ト
ー
（
祈
り
）」
の
習
慣
は
、
自
然

に
対
す
る
深
い
畏
敬
の
念
の
表
れ
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。こ
う
し
た
自
然
と
の

調
和
は
、
人
間
関
係
の
あ
り
方
に
も

独
自
の
美
学
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

他
者
を
思
い
や
る
深
い
優
し
さ
で
あ
る

「
チ
ム
グ
ク
ル（
肝
心
）」や
、「
イ
チ
ャ
リ

バ
チ
ョ
ー
デ
ー
（
出
会
え
ば
皆
兄
弟
）」

と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
寛
容
な
精

神
は
、
厳
し
い
自
然
環
境
や
歴
史
を
と

も
に
生
き
抜
く
た
め
の
、
シ
マ（
集
落
）

の
知
恵
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
単
な
る
伝
統
文
化
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。現
代
社
会
を
生
き
る
多
く
の

人
々
の
共
感
を
呼
ぶ「
心
の
豊
か
さ
」や

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
」

を
示
し
て
い
る
の
で
す
。沖
縄
の
文
化

に
触
れ
る
こ
と
は
、
人
間
本
来
の
つ
な

が
り
を
取
り
戻
す
旅
で
も
あ
る
の
で

す
。

　
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
や
ん

ば
る
を
は
じ
め
と
す
る
沖
縄
の
自
然
環

境
も
ま
た
、
世
界
的
に
貴
重
な
価
値
を

有
し
て
い
ま
す
。

　
や
ん
ば
る
の
森
の
最
大
の
特
徴
は
、

そ
の
圧
倒
的
な
生
物
多
様
性
に
あ
り
ま

す
。日
本
全
体
の
国
土
面
積
の
わ
ず
か

0.1
％
に
満
た
な
い
限
ら
れ
た
エ
リ
ア
で

あ
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
日
本
に
生
息

す
る
鳥
類
の
約
半
数
、
カ
エ
ル
類
の

約
４
割
が
集
結
し
て
い
ま
す
。そ
こ
に

は
、ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
や
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
、

オ
キ
ナ
ワ
イ
シ
カ
ワ
ガ
エ
ル
な
ど
、

世
界
的
に
も
貴
重
な
固
有
種
や
絶
滅
危

惧
種
で
あ
る
生
き
も
の
た
ち
が
暮
ら
し

て
お
り
、
そ
の
豊
か
な
生
物
多
様
性
は

世
界
自
然
遺
産
登
録
の
大
き
な
理
由
の

一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
豊
か
な
自
然
は
手
つ
か
ず
の

原
生
林
と
し
て
た
だ
放
置
さ
れ
て
き
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
に
は
、

古
く
か
ら
森
の
恵
み
を
必
要
な
分
だ

け
い
た
だ
き
、
薪
炭
や
建
築
材
と
し
て

利
用
し
な
が
ら
も
、
決
し
て
枯
渇
さ
せ

な
い
よ
う
に
持
続
可
能
な
共
生
を
続
け

て
き
た
シ
マ
（
集
落
）
の
人
々
の
暮
ら

し
の
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。や
ん
ば
る

の
森
が
今
も
美
し
い
姿
を
留
め
て
い
る

の
は
、
先
人
た
ち
が「
自
然
と
の
共
生
」

を
、
暮
ら
し
の
知
恵
と
し
て
実
践
し
、

守
り
伝
え
て
き
た
結
果
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。

　
単
な
る
美
し
い
風
景
と
し
て
の
ビ
ー

チ
リ
ゾ
ー
ト
で
は
な
く
、
数
え
き
れ
な

い
ほ
ど
の
命
が
響
き
合
う
や
ん
ば
る
の

森
の
深
い
緑
こ
そ
、
沖
縄
が
世
界
に

提
示
で
き
る「
豊
か
な
自
然
の
価
値
」の

本
質
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
沖
縄
の

魅
力
は
美
し
い
海
や
観
光
施
設
だ
け
で

は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
長
寿
の
知
恵
、
相
互
扶
助
の
精
神
、

自
然
と
の
共
生
、
独
自
の
精
神
文
化
や

自
然
観
に
加
え
、
首
里
城
に
象
徴
さ
れ

る
琉
球
王
国
の
歴
史
文
化
、
首
里
織
や

琉
球
び
ん
が
た
、壺
屋
焼
、読
谷
山
花
織

な
ど
の
伝
統
工
芸
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
琉
球
舞
踊
、

空
手
や
琉
球
料
理
な
ど
、
長
い
歴
史
の

中
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
価
値
の
積
み

重
ね
こ
そ
が
、
沖
縄
な
ら
で
は
の
魅
力

で
す
。

　
近
年
、
観
光
分
野
で
は
再
生
型
観
光

（
地
域
の
自
然
や
文
化
を
次
世
代
へ

よ
り
良
い
形
で
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
指

す
観
光
）が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、
訪
れ
た
地
域
か
ら
何
か
を
消
費
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
域
の
自
然
や

文
化
を
理
解
し
、
地
域
と
と
も
に
未
来

を
育
ん
で
い
く
観
光
の
あ
り
方
で
す
。

例
え
ば
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
琉
球
料

理
を
味
わ
っ
た
り
、
伝
統
工
芸
の
体
験

を
通
じ
て
地
域
の
文
化
に
触
れ
た
り
す

る
こ
と
は
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
し
て
今
、
国
内
外
の
旅
行
者
が

求
め
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た「
本
物
」

に
触
れ
る
体
験
で
す
。沖
縄
が
持
つ

価
値
は
、
決
し
て
過
去
の
遺
産
で
は

な
く
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
多
く
の

人
々
の
共
感
を
呼
ぶ
可
能
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。

　
こ
の
世
界
に
誇
る
べ
き
「
本
物
の
価

値
」
を
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
主
役
は
、

他
な
ら
ぬ
私
た
ち
沖
縄
県
民
自
身
で
す
。

　
沖
縄
の
豊
か
な
文
化
や
自
然
を
深
く

知
り
、
誇
り
を
持
っ
て
次
の
世
代
へ
継

承
し
て
い
く
こ
と
は
、
単
な
る
観
光
振

興
の
枠
を
超
え
、
こ
の
地
域
の
未
来
を

豊
か
に
創
り
上
げ
る
こ
と
に
直
結
し
て

い
ま
す
。

　
沖
縄
の
価
値
は
、
決
し
て
遠
く
に
あ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。祖
先
か
ら
受
け

継
い
で
き
た
日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
あ

り
、地
域
に
息
づ
く
祭
り
の
中
に
あ
り
、美

し
く
広
が
る
森
や
海
の
風
景
の
中
に
確
か

に
存
在
し
て
い
ま
す
。ま
た
、２
０
１
９
年

の
火
災
か
ら
着
実
に
復
元
が
進
め
ら
れ
て

い
る
首
里
城
の
歩
み
が
見
せ
る
よ
う
に
、

沖
縄
の
歴
史
や
文
化
は
、
多
く
の
人
々
の

熱
い
思
い
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、
未
来
へ
受

け
継
が
れ
て
い
く
も
の
で
す
。

い
ま
一
度
、足
下
に
あ
る
そ
の
無
二
の

魅
力
を
見
つ
め
直
し
、「
沖
縄
に
し
か
な

い
本
物
の
価
値
」を
県
民
一
人
ひ
と
り
が

再
認
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。私
た
ち

自
身
が
そ
の
価
値
に
改
め
て
光
を
当
て
、

次
の
世
代
へ
自
信
を
持
っ
て
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
こ
そ
が
、こ
れ
か
ら
も
国
内

外
の
人
々
を
惹
き
つ
け
、世
界
か
ら
選
ば

れ
続
け
る
沖
縄
の
未
来
を
切
り
拓
く
力

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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沖 魅縄 力の

と
沖 魅縄 力の

と

～地域に息づく豊かさを未来へつなぐ～

健
康
長
寿
を
支
え
て
き
た

暮
ら
し
の
知
恵

　
沖
縄
は
、
か
つ
て
世
界
で
も
有
数
の

長
寿
地
域
と
し
て
そ
の
名
を
馳
せ
ま

し
た
。健
康
的
に
歳
を
重
ね
る
人
々
が

多
く
暮
ら
す
「
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
」
の

一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
、
そ
の
ラ
イ
フ

も
の
で
は
な
く
、
古
く
か
ら
日
々
の

暮
ら
し
の
中
に
自
然
に
根
付
き
、
育
ま

れ
て
き
ま
し
た
。私
た
ち
に
と
っ
て

当
た
り
前
の
暮
ら
し
の
知
恵
こ
そ
が
、

魅力の魅魅魅魅力力力力ののの
～地域に息づく豊かさを未来へつなぐ～

健
康
長
寿
を
支
え
て
き
た

暮
ら
し
の
知
恵

健
康
長
寿
を
支
え
て
き
た

暮
ら
し
の
知
恵

自
然
と
と
も
に
生
き
る

沖
縄
の
精
神
文
化

つ
と
し
て
注
目
さ
れ
、
そ
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
は
今
な
お
国
内
外
か
ら
高

い
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
沖
縄
本
島
北
部（
や
ん
ば
る
）に

は
、
古
く
か
ら
人
々
が
自
然
と
共
生

な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
歴
史
が

り
ま
す
。そ
の
特
徴
は
、単
に
健
康
的

な
食
事
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。地
域

の
人
々
と
の
結
び
つ
き
や
助
け
合
い
の

た
り
前
の
暮
ら
し
の
知
恵
こ
そ
が
、

国
内
外
か
ら
関
心
を
集
め
る
貴
重
な

産
で
あ
り
、「
本
物
の
価
値
」の
原
点

　
沖
縄
の
価
値
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ

な
い
も
の
が
、
自
然
と
共
生
す
る
中
で

育
ま
れ
て
き
た
精
神
文
化
で
す
。

　
現
代
社
会
で
は
、
便
利
さ
と
引
き

換
え
に
、人
と
人
、人
と
自
然
と
の
つ
な

　
沖
縄
は
、
か
つ
て
世
界
で
も
有
数
の

長
寿
地
域
と
し
て
そ
の
名
を
馳
せ
ま

し
た
。健
康
的
に
歳
を
重
ね
る
人
々
が

多
く
暮
ら
す
「
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
」
の

つ
と
し
て
注
目
さ
れ
、
そ
の
ラ
イ
フ

当
た
り
前
の
暮
ら
し
の
知
恵
こ
そ
が
、

国
内
外
か
ら
関
心
を
集
め
る
貴
重
な

資
産
で
あ
り
、「
本
物
の
価
値
」の
原
点

な
の
で
す
。
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縄
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文
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に
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沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、

観
光
庁
が
進
め
る
「
地
方
に
お

け
る
高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く
り
事
業
」
に
お
い

て
、
沖
縄
県
や（
一
財
）沖
縄
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

沖
縄
・
奄
美
エ
リ
ア
の
魅
力
を
世
界
へ

発
信
す
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
単
に
高
付
加
価
値
旅

行
者
（
１
回
の
訪
日
旅
行
で
１
０
０
万

円
以
上
を
消
費
す
る
旅
行
者
）
と
呼
ば

れ
る
人
々
を
呼
び
込
む
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。地
域
に

受
け
継
が
れ
て
き
た
自
然
、
文
化
、

歴
史
、暮
ら
し
の
価
値
を
見
つ
め
直
し
、

そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
体
験
と
し
て

磨
き
上
げ
る
こ
と
で
、
地
域
へ
の
誇
り

や
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
く
取
組
で
す
。

　
近
年
、
世
界
の
旅
行
者
、
と
り
わ
け

高
付
加
価
値
旅
行
者
の
間
で
は
、豪
華
さ

や
利
便
性
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
土
地

で
し
か
出
会
え
な
い
本
物
の
文
化
や
自

然
、
人
々
の
暮
ら
し
に
触
れ
る
旅
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な

中
、
沖
縄
・
奄
美
エ
リ
ア
は
、
琉
球
の
精

神
性
や
豊
か
な
自
然
環
境
、
歴
史
文
化
、

そ
し
て
心
身
の
豊
か
さ
を
育
む
島
と
し

て
、国
内
外
か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

　
世
界
の
人
々
が
価
値
を
見
い
だ
し

て
い
る
沖
縄
の
魅
力
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。そ
し
て
、
そ
の
価
値
を
最
も
身

近
に
持
つ
私
た
ち
沖
縄
県
民
は
、
そ
の

魅
力
を
ど
れ
だ
け
認
識
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

　
沖
縄
は
、本
土
復
帰
以
降
、入
域
観
光
客

数
は
大
き
く
増
加
し
、観
光
は
沖
縄
経
済

を
支
え
る
重
要
な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。青
い
海
や
美
し
い

ビ
ー
チ
、温
暖
な
気
候
は
も
ち
ろ
ん
大

き
な
魅
力
で
す
。し
か
し
、
国
内
外
の

旅
行
者
が
沖
縄
に
求
め
て
い
る
の
は
、

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
旅
行
者
が
沖
縄
に
見
い
だ
し
て
い
る

の
は
、「
沖
縄
で
し
か
体
験
で
き
な
い

本
物
の
価
値
」で
す
。

　
今
、
世
界
の
観
光
ト
レ
ン
ド
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。単
に
「
ど
こ
へ

行
く
か
」
で
は
な
く
、「
そ
の
土
地
で

何
を
感
じ
、
ど
の
よ
う
な
気
づ
き
や

学
び
を
得
る
か
」
と
い
う
本
質
的

な
体
験
が
重
視
さ
れ
る
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。そ
う
し
た
視
点
で
改
め

て
見
つ
め
直
し
た
と
き
、
沖
縄
に
は

世
界
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る
魅
力
が

ま
だ
ま
だ
数
多
く
眠
っ
て
い
る
は
ず

で
す
。

　
沖
縄
は
、
か
つ
て
世
界
で
も
有
数
の

長
寿
地
域
と
し
て
そ
の
名
を
馳
せ
ま

し
た
。健
康
的
に
歳
を
重
ね
る
人
々
が

多
く
暮
ら
す
「
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
」
の

一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
、
そ
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
は
今
な
お
国
内
外
か
ら
高

い
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
沖
縄
本
島
北
部（
や
ん
ば
る
）に

は
、
古
く
か
ら
人
々
が
自
然
と
共
生

し
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
歴
史
が

あ
り
ま
す
。そ
の
特
徴
は
、単
に
健
康
的

な
食
事
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。地
域

の
人
々
と
の
結
び
つ
き
や
助
け
合
い
の

文
化
、
日
々
の
農
作
業
な
ど
で
自
然
と

体
を
動
か
す
生
活
、
そ
し
て
生
涯
に

わ
た
り
役
割
を
持
ち
続
け
る
「
生
き
が

い
」を
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
、沖
縄
に
は
、日
々
の
食
事
が

体
を
癒
や
す
と
い
う「
ク
ス
イ
ム
ン（
医

食
同
源
）」や
、
心
身
を
健
や
か
に
す
る

「
ぬ
ち
ぐ
す
い
（
命
の
薬
）」
と
い
う
思

想
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。ゴ
ー
ヤ
ー

や
ハ
ン
ダ
マ
な
ど
の
島
野
菜
、
フ
ー
チ

バ
ー（
ヨ
モ
ギ
）な
ど
の
薬
草
類
を
活
用

し
た
食
文
化
、
昆
布
や
豆
腐
を
取
り

入
れ
た
琉
球
料
理
な
ど
、
暮
ら
し
そ
の

も
の
が
健
康
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
世
界
で
は
近
年
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
（
心
身
の
健
康
や
生
き
が
い
を
含
む

幸
福
な
状
態
）
や
ウ
ェ
ル
ネ
ス
（
よ
り

良
い
暮
ら
し
を
目
指
す
考
え
方
）
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。実
は
沖
縄

で
は
、
こ
う
し
た
価
値
観
が
特
別
な

も
の
で
は
な
く
、
古
く
か
ら
日
々
の

暮
ら
し
の
中
に
自
然
に
根
付
き
、
育
ま

れ
て
き
ま
し
た
。私
た
ち
に
と
っ
て

当
た
り
前
の
暮
ら
し
の
知
恵
こ
そ
が
、

国
内
外
か
ら
関
心
を
集
め
る
貴
重
な

資
産
で
あ
り
、「
本
物
の
価
値
」の
原
点

な
の
で
す
。

　
沖
縄
の
価
値
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ

な
い
も
の
が
、
自
然
と
共
生
す
る
中
で

育
ま
れ
て
き
た
精
神
文
化
で
す
。

　
現
代
社
会
で
は
、
便
利
さ
と
引
き

換
え
に
、人
と
人
、人
と
自
然
と
の
つ
な

が
り
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
沖
縄
の
文
化
は
、

「
人
は
自
然
の
一
部
と
し
て
生
か
さ
れ

て
い
る
」
と
い
う
普
遍
的
な
価
値
観
を

体
現
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
万
物
に

神
が
宿
る
と
す
る
自
然
信
仰
で
す
。

沖
縄
の
人
々
は
、
集
落
の
聖
地
で
あ
る

「
御
嶽（
う
た
き
）」を
大
切
に
守
り
、海

の
彼
方
に
あ
る
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
と
い
う

理
想
郷
か
ら
豊
穣
が
も
た
ら
さ
れ
る
と

信
じ
て
き
ま
し
た
。自
然
の
恵
み
に
感

謝
し
、日
常
的
に
手
を
合
わ
せ
る「
ウ
ー

ト
ー
ト
ー
（
祈
り
）」
の
習
慣
は
、
自
然

に
対
す
る
深
い
畏
敬
の
念
の
表
れ
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。こ
う
し
た
自
然
と
の

調
和
は
、
人
間
関
係
の
あ
り
方
に
も

独
自
の
美
学
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

他
者
を
思
い
や
る
深
い
優
し
さ
で
あ
る

「
チ
ム
グ
ク
ル（
肝
心
）」や
、「
イ
チ
ャ
リ

バ
チ
ョ
ー
デ
ー
（
出
会
え
ば
皆
兄
弟
）」

と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
寛
容
な
精

神
は
、
厳
し
い
自
然
環
境
や
歴
史
を
と

も
に
生
き
抜
く
た
め
の
、
シ
マ（
集
落
）

の
知
恵
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
単
な
る
伝
統
文
化
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。現
代
社
会
を
生
き
る
多
く
の

人
々
の
共
感
を
呼
ぶ「
心
の
豊
か
さ
」や

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
」

を
示
し
て
い
る
の
で
す
。沖
縄
の
文
化

に
触
れ
る
こ
と
は
、
人
間
本
来
の
つ
な

が
り
を
取
り
戻
す
旅
で
も
あ
る
の
で

す
。

　
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
や
ん

ば
る
を
は
じ
め
と
す
る
沖
縄
の
自
然
環

境
も
ま
た
、
世
界
的
に
貴
重
な
価
値
を

有
し
て
い
ま
す
。

　
や
ん
ば
る
の
森
の
最
大
の
特
徴
は
、

そ
の
圧
倒
的
な
生
物
多
様
性
に
あ
り
ま

す
。日
本
全
体
の
国
土
面
積
の
わ
ず
か

0.1
％
に
満
た
な
い
限
ら
れ
た
エ
リ
ア
で

あ
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
日
本
に
生
息

す
る
鳥
類
の
約
半
数
、
カ
エ
ル
類
の

約
４
割
が
集
結
し
て
い
ま
す
。そ
こ
に

は
、ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
や
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
、

オ
キ
ナ
ワ
イ
シ
カ
ワ
ガ
エ
ル
な
ど
、

世
界
的
に
も
貴
重
な
固
有
種
や
絶
滅
危

惧
種
で
あ
る
生
き
も
の
た
ち
が
暮
ら
し

て
お
り
、
そ
の
豊
か
な
生
物
多
様
性
は

世
界
自
然
遺
産
登
録
の
大
き
な
理
由
の

一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
豊
か
な
自
然
は
手
つ
か
ず
の

原
生
林
と
し
て
た
だ
放
置
さ
れ
て
き
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
に
は
、

古
く
か
ら
森
の
恵
み
を
必
要
な
分
だ

け
い
た
だ
き
、
薪
炭
や
建
築
材
と
し
て

利
用
し
な
が
ら
も
、
決
し
て
枯
渇
さ
せ

な
い
よ
う
に
持
続
可
能
な
共
生
を
続
け

て
き
た
シ
マ
（
集
落
）
の
人
々
の
暮
ら

し
の
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。や
ん
ば
る

の
森
が
今
も
美
し
い
姿
を
留
め
て
い
る

の
は
、
先
人
た
ち
が「
自
然
と
の
共
生
」

を
、
暮
ら
し
の
知
恵
と
し
て
実
践
し
、

守
り
伝
え
て
き
た
結
果
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。

　
単
な
る
美
し
い
風
景
と
し
て
の
ビ
ー

チ
リ
ゾ
ー
ト
で
は
な
く
、
数
え
き
れ
な

い
ほ
ど
の
命
が
響
き
合
う
や
ん
ば
る
の

森
の
深
い
緑
こ
そ
、
沖
縄
が
世
界
に

提
示
で
き
る「
豊
か
な
自
然
の
価
値
」の

本
質
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
沖
縄
の

魅
力
は
美
し
い
海
や
観
光
施
設
だ
け
で

は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
長
寿
の
知
恵
、
相
互
扶
助
の
精
神
、

自
然
と
の
共
生
、
独
自
の
精
神
文
化
や

自
然
観
に
加
え
、
首
里
城
に
象
徴
さ
れ

る
琉
球
王
国
の
歴
史
文
化
、
首
里
織
や

琉
球
び
ん
が
た
、壺
屋
焼
、読
谷
山
花
織

な
ど
の
伝
統
工
芸
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
琉
球
舞
踊
、

空
手
や
琉
球
料
理
な
ど
、
長
い
歴
史
の

中
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
価
値
の
積
み

重
ね
こ
そ
が
、
沖
縄
な
ら
で
は
の
魅
力

で
す
。

　
近
年
、
観
光
分
野
で
は
再
生
型
観
光

（
地
域
の
自
然
や
文
化
を
次
世
代
へ

よ
り
良
い
形
で
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
指

す
観
光
）が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、
訪
れ
た
地
域
か
ら
何
か
を
消
費
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
域
の
自
然
や

文
化
を
理
解
し
、
地
域
と
と
も
に
未
来

を
育
ん
で
い
く
観
光
の
あ
り
方
で
す
。

例
え
ば
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
琉
球
料

理
を
味
わ
っ
た
り
、
伝
統
工
芸
の
体
験

を
通
じ
て
地
域
の
文
化
に
触
れ
た
り
す

る
こ
と
は
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
し
て
今
、
国
内
外
の
旅
行
者
が

求
め
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た「
本
物
」

に
触
れ
る
体
験
で
す
。沖
縄
が
持
つ

価
値
は
、
決
し
て
過
去
の
遺
産
で
は

な
く
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
多
く
の

人
々
の
共
感
を
呼
ぶ
可
能
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。

　
こ
の
世
界
に
誇
る
べ
き
「
本
物
の
価

値
」
を
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
主
役
は
、

他
な
ら
ぬ
私
た
ち
沖
縄
県
民
自
身
で
す
。

　
沖
縄
の
豊
か
な
文
化
や
自
然
を
深
く

知
り
、
誇
り
を
持
っ
て
次
の
世
代
へ
継

承
し
て
い
く
こ
と
は
、
単
な
る
観
光
振

興
の
枠
を
超
え
、
こ
の
地
域
の
未
来
を

豊
か
に
創
り
上
げ
る
こ
と
に
直
結
し
て

い
ま
す
。

　
沖
縄
の
価
値
は
、
決
し
て
遠
く
に
あ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。祖
先
か
ら
受
け

継
い
で
き
た
日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
あ

り
、地
域
に
息
づ
く
祭
り
の
中
に
あ
り
、美

し
く
広
が
る
森
や
海
の
風
景
の
中
に
確
か

に
存
在
し
て
い
ま
す
。ま
た
、２
０
１
９
年

の
火
災
か
ら
着
実
に
復
元
が
進
め
ら
れ
て

い
る
首
里
城
の
歩
み
が
見
せ
る
よ
う
に
、

沖
縄
の
歴
史
や
文
化
は
、
多
く
の
人
々
の

熱
い
思
い
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、
未
来
へ
受

け
継
が
れ
て
い
く
も
の
で
す
。

い
ま
一
度
、足
下
に
あ
る
そ
の
無
二
の

魅
力
を
見
つ
め
直
し
、「
沖
縄
に
し
か
な

い
本
物
の
価
値
」を
県
民
一
人
ひ
と
り
が

再
認
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。私
た
ち

自
身
が
そ
の
価
値
に
改
め
て
光
を
当
て
、

次
の
世
代
へ
自
信
を
持
っ
て
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
こ
そ
が
、こ
れ
か
ら
も
国
内

外
の
人
々
を
惹
き
つ
け
、世
界
か
ら
選
ば

れ
続
け
る
沖
縄
の
未
来
を
切
り
拓
く
力

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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本
全
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面
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　み
な
さ
ん
、い
か
が
で
し

た
か
？

　公
取
委
や
公
正
取
引
課
の

活
動
に
つ
い
て
、少
し
で
も

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
と

嬉
し
い
で
す
。

　そ
の
他
取
組
に
つ
い
て

も
、H
P
で
紹
介
す
る
ほ
か
、

広
報
誌﹁
群
星
﹂で
お
知
ら
せ

し
た
り
、沖
縄
総
合
事
務
局

各
種
S
N
S
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
で
投
稿
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。 ▶お問合せ先　総務部 公正取引課　☎ ０９８ｰ８６６ｰ００４９

どっきん
コウトリ星から地球の調査に来
た宇宙人。会社やお店のルール
違反を目にしたとき、胸のハート
が光り、「どっきーん！」となる

～公正取引委員会の  広報・広聴活動～

公正取引課職員による説明会・講習会

�� 最新！価格転嫁・取引適正化ルールの説明会
　 及びフリーランス法説明会（９月10日開催）
当局経済産業部、沖縄県、沖縄労働局との合同開催！

取適法の概要や取引適正化・価格転嫁に向けた
取組、フリーランス法の概要等について、事業者
向け説明会を開催しました！

公正取引課からは、取適法・フリーランス法の概要のほ
か、改正物流特殊指定、支払告示、改定優越ガイドライ
ン、知財取引指針のポイントについて説明しました。

事業者向け説明会の開催については、
今後も予定しています。開催案内は公
正取引委員会のHP、沖縄総合事務局
のHPやSNSに掲載しています！
皆様のご参加をお待ちしております！

説
明
会
の
詳
細
は

←
こ
ち
ら
←

独占禁止法、取適法、フリーランス法、官談法等に関
するご相談や講師派遣、独占禁止法教室のご依頼な
どがありましたら、お気軽にご連絡ください。

派遣費は
無料です

有識者との懇談会（意見交換会）
公正取引課では、県内各地の経済団体の役員の方々など地元有識者と直接意
見交換し、各地域の実情に対する認識を深めたり、意見や要望などを聞くこと
で、今後の公正取引委員会の法運用に役立てています。

有識者との懇談会に参加する
「有識者」はどんな人なのかな？

こんな方達が
参加して
おるぞい

詳細は
コチラ！

詳細は
コチラ！

行政機関向け説明～官談法など～

公正取引委員会HP沖縄ページのリニューアル

入札談合とは
公表していない予定価格を事業者に
伝えてもいいの？ 逮捕される!?

官製談合を防ぐために

発注機関主催研修への
講師派遣も行っています！

53件のコメント
●僕の役場も官製談合防止法の研修があった
　よ。懲戒処分を受けるかもしれないんだね。

●公正取引委員会とか独占禁止法って難しそ
　うだけど、職員が説明してくれるなら聞いてみ
　たいかも。
●発注者となる職員はみんな関係がある法律
　なんだね。

11月・12月に、公正取引課主催の官談法研修
を行います！入門編と事例編に分けて、対面と
オンラインで行います。是非ご参加ください！

①談合の明示的な指示
②受注者に関する意向の表明
③発注に係る秘密情報の漏えい
④特定の談合の幇助
官談法では、以上４つの行為を
「入札談合等関与行為」
として禁止しています。

研修へ参加または独学する場合、

から情報をチェックするのじゃ！
ぼく「どっきん」のお楽しみページ

もあるよ！ぜひ見てね！

▼HPはコチラ！

または「公正取引課」
とWeb検索��

沖縄総合事務局
公式SNS

公正取引課主催の
研修を行います！

　み
な
さ
ん
、﹁
公
正
取
引
委
員
会
﹂を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　公
正
取
引
委
員
会︵
公
取
委
︶は
、私

た
ち
の
暮
ら
し
と
市
場
経
済
に
か
か

わ
る﹁
独
占
禁
止
法
﹂な
ど
に
違
反
す
る

行
為
を
取
り
締
ま
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、取
り
締
ま
り
を
行
う
だ
け
で

は
な
く
、普
及
啓
発
活
動
に
も
力
を
入

れ
て
い
て
、職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣

し
て
法
律
や
制
度
の
概
要
を
説
明
し

た
り
、団
体
な
ど
の
会
合
に
お
邪
魔
し

て
競
争
政
策
に
関
し
て
み
な
さ
ま
と

意
見
交
換
を
行
う
懇
談
会
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　今
回
は
、公
取
委
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー﹁
ど
っ
き
ん
﹂に
解
説
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、公
取
委
や
、沖
縄
で

公
取
委
の
業
務
を
行
う
総
務
部
公
正

取
引
課
の
広
報
・
広
聴
活
動
を
、わ
か
り

や
す
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

どっき～ん！

今日、仕事で参加した懇談会に公正取
引課の人が来て独占禁止法や競争政
策の説明をしてくれたよ！
意見交換も盛り上がった～！

え！今年から変わったんだ！
そういえば、ニュースで沖縄の事業者も
指摘受けたって聞いた気がする！

フリーランス法と官談法だね！
独禁法・取適法もそうだけど、いつ自分
が当事者になるかわからないし繰り返
し学ぶ機会があるといいね！情報にアク
セスしやすいといいな～

どっきんのコンテンツも増えたね！
周りの人にも伝えなきゃ！
どっきん、にふぇーでーびる！

意外と身近に公正取引委員会との関わ
りがあることを知ってびっくりしたよ！

どっきん

はいさーい

そうなんだ！参加してくれてありが
とう！
普及啓発活動の一環としていろ
んな業界の有識者の方と懇談会
を行っているよ！どうだったかな？

そうだよね！下請法が改正され
て令和８年１月から「トリテキ
法」が施行されたね！ほかの所
管法令の説明会も積極的に開
催しているんだよ！

公正取引委員会・公正取引課
は特定受託事業者に係る取引
の適正化等に関する法律や入
札談合等関与行為防止法の研
修・説明会も積極的に開催して
いるよ～！

その要望に応えちゃおう！
必要な情報や説明動画にアクセ
スしやすくなるように公正取引
委員会HPの沖縄ページが新し
くなったよ！

<

9 82026│11-12月号 2026│11-12月号



҆શͰ݈΍かな৯
ੜ׆をૹΔͨΊに
～アクϦルアミυを
ΒすたΊに家ఉݮ
でできること～

৯品੡଄工ఔͰੜ
੒͢Δ༗֐Խֶ෺
ʢ࣭ΞΫϦルΞϛυʣ
のϦεΫ؅ཧ

ௐཧͷϙΠϯτ

▼お問合せ先
　農林水産部　消費・安全課　☎０９８ -８６６ -１６７２

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
෱
ᜣ
者
の
方
々
に
ᩏ

ȥ
の
ᥑ
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
ᩏ
に
ᥑ
す

る
情
報
を
ࡻ
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。
Ȋ
の
取
組

の
一
環
と
し
て
、
ͭ
֡
８
年
᯻
月
27
日
に
ᩏ
の
ދ

全
・
ދ
心
に
ᥑ
す
る
᰽
ᰫ
ᰨ
講
演
を
開
催
し
ま
し

た
。៪

௻
ඁ
࿩
省
෱
ᜣ
・
ދ
全
局
ᩏ
ִ
ދ
全
政
策
課

の
山
Ի
課
᥁
ᗼ
Ώ
か
ら
「
ᩏ
ִ
ᘇ
᠛
ࡔ
ᅟ
で
生
ਂ

す
る
有
ޠ
化
学
物
᜼
ᯚ
ア
ɔ
リ
ル
ア
ʄ
ド
ᯛ
の
リ

ス
ɔ
ᇷ
理
」
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

Ȋ
の
ಷ
要
を
ኂ
͟
し
ま
す
。
講
演
і
ޥ
は
、
当
局

ᰟ
ᰵ
᰻
ᰚ
᰻
ᰨ
ᰫ
を
ご
ᘻ
く
だ
さ
い
。

ᩏ
ִ
を
120
ð
ͮ
̉
の
高
ฬ
で
加
熱
ᯚ「
લ
ǿ
る
」、

「
໯
く
」、「
໔
め
る
」
な
ど
ᯛ
す
る
と
、ᩏ
ִ
中
の
「
ア

ス
ɶ
ラ
ギ
ン
ᯚ
ア
ʄ
ɳ
ᢈ
の
一
ᅪ
ᯛ」
と
「
ᡔ
元
ቖ

ᯚ
ȣ
ど
う
ቖ
な
ど
ᯛ」
が
Վ
प
し
ア
ɔ
リ
ル
ア
ʄ
ド

が
生
ਂ
さ
れ
ま
す
。
ア
ɔ
リ
ル
ア
ʄ
ド
は
、
ᩏ
ִ

を
ᘇ
᠛
す
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
ޣ
ࢣ
の
調
理
で

も
生
ȅ
ま
す
。
ᅌ
た
Ȏ
が
ア
ɔ
リ
ル
ア
ʄ
ド
を
૊

取
し
て
が
ɀ
に
な
る
と
い
う
明
ᄂ
な
ᙨ
੝
は
今
の

と
こ
Ⱥ
あ
り
ま
せ
ɀ
が
、
動
物
実
᪟
኎
௽
で
は
が

ɀ
を
発
ဳ
す
る
ᄂ
ྍ
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
ᅌ

た
Ȏ
が
ᩏ
ִ
か
ら
૊
取
す
る
ア
ɔ
リ
ル
ア
ʄ
ド
の

ᢥ
を
で
き
る
᥺
り
ߖ
な
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

調
理
の
ͤ
方
を
ࡔ
۬
す
る
と
、
ᩏ
ִ
か
ら
と
る

ア
ɔ
リ
ル
ア
ʄ
ド
の
ᢥ
を
΍
く
ਵ
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ޣ
ࢣ
で
Ґ
௧
る
調
理
の
ʂ
イ
ン
ト
は
、

ŀ
໔
め
調
理
等
に
΢
う
ȅ
Ძ
が
い
も
は
常
ฬ
で
σ

ݴ
す
る
こ
と
、
Ł
い
も
ᨽ
や
ᢤ
ᒙ
ᨽ
は
җ
っ
た
後
、

ඁ
で
さ
ら
す
こ
と
、
ł
લ
ǿ
調
理
等
を
す
る
と
き

は
ᩏ
௚
を
焦
が
し
す
ǻ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、

Ń
໔
め
る
と
き
は
໋
Ӑ
を
࣢
め
に
す
る
こ
と
、
ń

「食の安全・安心に関する
web講演」を開催しました

໔
め
る
と
き
は
ᩏ
௚
の
一
部
が
高
ฬ
に
な
ら
な
い

よ
う
、
ᩏ
௚
を
よ
く
か
き
ต
ȉ
る
こ
と
、
Ņ
໔
め

調
理
の
一
部
を
ᓗ
し
໽
に
ጡ
き
換
え
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
ʂ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
љ
ݯ
を
៪
௻
ඁ

࿩
省
᰽
ᰫ
ᰨ
ɿ
ー
ɝ
に
公
ᗕ
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ᅌ
た
Ȏ
が
ᩏ
生
ො
に
つ
い
て
ൽ
を
つ
け
る
一
ဎ

大
җ
な
こ
と
は
、
ᩏ
事
の
ɵ
ラ
ン
ス
に
ൽ
を
つ
け

る
こ
と
で
す
。
Ȋ
の
た
め
に
は
、
ᢤ
ᒙ
や
௽
物
を

し
っ
か
り
と
૊
取
し
、
ڨ
៞
い
ᩏ
Ȧ
物
を
ઞ
え
る

と
が
ɀ
な
ど
の
生
ො
ፅ
ূ
ဲ
の
̹
ᥰ
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
健
ࢦ
の
ካ
੪
に
必
要
な
఩
ᩞ
ቷ
を

必
要
ᢥ
と
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

講演内容はこちらから冊子はこちらから
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仕 事
窓の

財
政
講
演
会

▼
お
問
合
せ
先

財
務
部

理
財
課

☎
０
９
８

-

８
６
６

-

０
０
９
２

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
我
が
国
の
財
政
の
現

状
や
政
府
の
取
組
を
広
く
国
民
に
お
伝
え
し
、
理

解
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

例
年
、
財
務
省
主
計
局
の
幹
部
を
講
師
と
し
て
招

き
、
財
政
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
講
演
会
は
、
８
月
19
日
に
財
務
省
主

計
局
の
片
山
主
計
官
を
招
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
講

師
が
往
訪
す
る
形
に
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
組
み
合

わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
会
終
了
後
に
は
、「
最
近
の
経
済
状

況
等
」
を
テ
ー
マ
に
地
元
経
済
界
、
地
方
公
共
団

体
の
皆
様
と
片
山
主
計
官
と
の
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。

財
政
講
演
会
で
は
、
経
済
団
体
、
一
般
企
業
、

大
学
生
な
ど
多
数
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

財
務
省
主
計
局
の
片
山
主
計
官
か
ら
「
我
が
国
の

財
政
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
講
演
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
り
、

講
演
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
有
意
義
で
あ
っ

た
」、「
次
回
の
講
演
会
に
も
参
加
し
た
い
」
と
多

く
の
評
価
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、「
沖
縄
に
焦
点
を

当
て
て
、
ご
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
点
は
丁
寧
さ

が
あ
り
大
変
参
考
と
な
っ
た
」「
資
料
の
説
明
の
み

な
ら
ず
、
今
後
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
解
説
が

あ
り
、
非
常
に
有
意
義
だ
っ
た
」
な
ど
の
ご
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、「
物
価
高

騰
や
人
手
不
足
に
加
え
、
島
し
ょ
県
特
有
の
物
流
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
増
大
や
価
格
転
嫁
の
難
し
さ

か
ら
、
事
業
者
の
経
営
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
」、「
中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
観
光
好
調
の
恩

恵
を
十
分
に
受
け
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
人
手
不

足
対
策
な
ど
継
続
的
な
支
援
が
必
要
。
為
替
変
動

も
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
」
な
ど
の
沖
縄
特
有
の

意
見
が
交
わ
さ
れ
、
地
域
経
済
を
取
り
巻
く
課
題

我が国の財政の現状や
政府の取組を情報発信

や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
す
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

財
務
部
で
は
、
多
く
の
皆
様
に
、
よ
り
一
層
ご

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
我
が

国
の
財
政
状
況
や
財
政
健
全
化
に
向
け
た
政
府
の

取
組
な
ど
を
情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

102026│11-12月号

財務部
2

仕 事
窓の

熱心に聞き入る参加者の皆さん

意見交換会の様子

講師の財務省片山主計官

０
０
９
２

取
組
な
ど
を
情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
元
経
済
界
ほ
か
と
の
意
見
交
換
会
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▼お問合せ先
　農林水産部　消費・安全課　☎０９８ -８６６ -１６７２

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
෱
ᜣ
者
の
方
々
に
ᩏ

ȥ
の
ᥑ
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
ᩏ
に
ᥑ
す

る
情
報
を
ࡻ
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。
Ȋ
の
取
組

の
一
環
と
し
て
、
ͭ
֡
８
年
᯻
月
27
日
に
ᩏ
の
ދ

全
・
ދ
心
に
ᥑ
す
る
᰽
ᰫ
ᰨ
講
演
を
開
催
し
ま
し

た
。៪

௻
ඁ
࿩
省
෱
ᜣ
・
ދ
全
局
ᩏ
ִ
ދ
全
政
策
課

の
山
Ի
課
᥁
ᗼ
Ώ
か
ら
「
ᩏ
ִ
ᘇ
᠛
ࡔ
ᅟ
で
生
ਂ

す
る
有
ޠ
化
学
物
᜼
ᯚ
ア
ɔ
リ
ル
ア
ʄ
ド
ᯛ
の
リ

ス
ɔ
ᇷ
理
」
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

Ȋ
の
ಷ
要
を
ኂ
͟
し
ま
す
。
講
演
і
ޥ
は
、
当
局

ᰟ
ᰵ
᰻
ᰚ
᰻
ᰨ
ᰫ
を
ご
ᘻ
く
だ
さ
い
。

ᩏ
ִ
を
120
ð
ͮ
̉
の
高
ฬ
で
加
熱
ᯚ「
લ
ǿ
る
」、

「
໯
く
」、「
໔
め
る
」
な
ど
ᯛ
す
る
と
、ᩏ
ִ
中
の
「
ア

ス
ɶ
ラ
ギ
ン
ᯚ
ア
ʄ
ɳ
ᢈ
の
一
ᅪ
ᯛ」
と
「
ᡔ
元
ቖ

ᯚ
ȣ
ど
う
ቖ
な
ど
ᯛ」
が
Վ
प
し
ア
ɔ
リ
ル
ア
ʄ
ド

が
生
ਂ
さ
れ
ま
す
。
ア
ɔ
リ
ル
ア
ʄ
ド
は
、
ᩏ
ִ

を
ᘇ
᠛
す
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
ޣ
ࢣ
の
調
理
で

も
生
ȅ
ま
す
。
ᅌ
た
Ȏ
が
ア
ɔ
リ
ル
ア
ʄ
ド
を
૊

取
し
て
が
ɀ
に
な
る
と
い
う
明
ᄂ
な
ᙨ
੝
は
今
の

と
こ
Ⱥ
あ
り
ま
せ
ɀ
が
、
動
物
実
᪟
኎
௽
で
は
が

ɀ
を
発
ဳ
す
る
ᄂ
ྍ
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
ᅌ

た
Ȏ
が
ᩏ
ִ
か
ら
૊
取
す
る
ア
ɔ
リ
ル
ア
ʄ
ド
の

ᢥ
を
で
き
る
᥺
り
ߖ
な
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

調
理
の
ͤ
方
を
ࡔ
۬
す
る
と
、
ᩏ
ִ
か
ら
と
る

ア
ɔ
リ
ル
ア
ʄ
ド
の
ᢥ
を
΍
く
ਵ
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ޣ
ࢣ
で
Ґ
௧
る
調
理
の
ʂ
イ
ン
ト
は
、

ŀ
໔
め
調
理
等
に
΢
う
ȅ
Ძ
が
い
も
は
常
ฬ
で
σ

ݴ
す
る
こ
と
、
Ł
い
も
ᨽ
や
ᢤ
ᒙ
ᨽ
は
җ
っ
た
後
、

ඁ
で
さ
ら
す
こ
と
、
ł
લ
ǿ
調
理
等
を
す
る
と
き

は
ᩏ
௚
を
焦
が
し
す
ǻ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、

Ń
໔
め
る
と
き
は
໋
Ӑ
を
࣢
め
に
す
る
こ
と
、
ń

「食の安全・安心に関する
web講演」を開催しました

໔
め
る
と
き
は
ᩏ
௚
の
一
部
が
高
ฬ
に
な
ら
な
い

よ
う
、
ᩏ
௚
を
よ
く
か
き
ต
ȉ
る
こ
と
、
Ņ
໔
め

調
理
の
一
部
を
ᓗ
し
໽
に
ጡ
き
換
え
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
ʂ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
љ
ݯ
を
៪
௻
ඁ

࿩
省
᰽
ᰫ
ᰨ
ɿ
ー
ɝ
に
公
ᗕ
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ᅌ
た
Ȏ
が
ᩏ
生
ො
に
つ
い
て
ൽ
を
つ
け
る
一
ဎ

大
җ
な
こ
と
は
、
ᩏ
事
の
ɵ
ラ
ン
ス
に
ൽ
を
つ
け

る
こ
と
で
す
。
Ȋ
の
た
め
に
は
、
ᢤ
ᒙ
や
௽
物
を

し
っ
か
り
と
૊
取
し
、
ڨ
៞
い
ᩏ
Ȧ
物
を
ઞ
え
る

と
が
ɀ
な
ど
の
生
ො
ፅ
ূ
ဲ
の
̹
ᥰ
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
健
ࢦ
の
ካ
੪
に
必
要
な
఩
ᩞ
ቷ
を

必
要
ᢥ
と
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

講演内容はこちらから冊子はこちらから
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仕 事
窓の

財
政
講
演
会

▼
お
問
合
せ
先

財
務
部

理
財
課

☎
０
９
８

-

８
６
６

-

０
０
９
２

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
我
が
国
の
財
政
の
現

状
や
政
府
の
取
組
を
広
く
国
民
に
お
伝
え
し
、
理

解
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

例
年
、
財
務
省
主
計
局
の
幹
部
を
講
師
と
し
て
招

き
、
財
政
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
講
演
会
は
、
８
月
19
日
に
財
務
省
主

計
局
の
片
山
主
計
官
を
招
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
講

師
が
往
訪
す
る
形
に
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
組
み
合

わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
会
終
了
後
に
は
、「
最
近
の
経
済
状

況
等
」
を
テ
ー
マ
に
地
元
経
済
界
、
地
方
公
共
団

体
の
皆
様
と
片
山
主
計
官
と
の
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。

財
政
講
演
会
で
は
、
経
済
団
体
、
一
般
企
業
、

大
学
生
な
ど
多
数
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

財
務
省
主
計
局
の
片
山
主
計
官
か
ら
「
我
が
国
の

財
政
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
講
演
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
り
、

講
演
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
有
意
義
で
あ
っ

た
」、「
次
回
の
講
演
会
に
も
参
加
し
た
い
」
と
多

く
の
評
価
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、「
沖
縄
に
焦
点
を

当
て
て
、
ご
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
点
は
丁
寧
さ

が
あ
り
大
変
参
考
と
な
っ
た
」「
資
料
の
説
明
の
み

な
ら
ず
、
今
後
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
解
説
が

あ
り
、
非
常
に
有
意
義
だ
っ
た
」
な
ど
の
ご
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、「
物
価
高

騰
や
人
手
不
足
に
加
え
、
島
し
ょ
県
特
有
の
物
流
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
増
大
や
価
格
転
嫁
の
難
し
さ

か
ら
、
事
業
者
の
経
営
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
」、「
中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
観
光
好
調
の
恩

恵
を
十
分
に
受
け
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
人
手
不

足
対
策
な
ど
継
続
的
な
支
援
が
必
要
。
為
替
変
動

も
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
」
な
ど
の
沖
縄
特
有
の

意
見
が
交
わ
さ
れ
、
地
域
経
済
を
取
り
巻
く
課
題

我が国の財政の現状や
政府の取組を情報発信

や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
す
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

財
務
部
で
は
、
多
く
の
皆
様
に
、
よ
り
一
層
ご

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
我
が

国
の
財
政
状
況
や
財
政
健
全
化
に
向
け
た
政
府
の

取
組
な
ど
を
情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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仕 事
窓の

熱心に聞き入る参加者の皆さん

意見交換会の様子

講師の財務省片山主計官

地
元
経
済
界
ほ
か
と
の
意
見
交
換
会
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仕 事
窓の

▼
お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部

消
費
・
安
全
課

☎
０
９
８ -

８
６
６ -

１
６
７
２

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

肥
料
の
生
産
に
つ
い
て
事
例
収
集
や
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
石
垣
市
下
水
道
課
の

取
組
と
し
て
、
石
垣
西
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

み
な
さ
ん
が
、
キ
ッ
チ
ン
や
お
風
呂
、
ト
イ
レ
で

毎
日
使
っ
て
い
る
水
。
そ
の
水
が
排
水
口
に
流
れ
た

後
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

石
垣
市
に
あ
る
石
垣
西
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家

庭
な
ど
か
ら
の
排
水
を
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に
し

て
海
に
放
流
し
て
い
ま
す
。
排
水
を
き
れ
い
に
す
る

た
め
に
活
躍
し
て
い
る
の
が
微
生
物
で
す
。
汚
れ
を

分
解
し
役
目
を
終
え
た
微
生
物
は
、
汚
泥
と
し
て
施

設
内
に
蓄
積
し
ま
す
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
た
ま
っ
た
汚
泥
か
ら
ガ
ス

を
発
生
さ
せ
、
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
に
し
て
い
ま
す
。

燃
料
に
は
重
油
も
使
い
ま
す
が
、
ガ
ス
を
貯
蔵
し
効

率
的
に
使
用
す
る
こ
と
で
、
化
石
燃
料
の
削
減
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
残
っ
た
汚
泥
を
、
遠
心
分
離
機
で
脱
水
し
、

先
ほ
ど
の
ボ
イ
ラ
ー
で
乾
燥
さ
せ
る
と
、
農
業
に
欠

か
せ
な
い
肥
料
と
な
り
ま
す
。
施
設
を
維
持
管
理
す

る（
株
）
西
原
環
境
お
き
な
わ
で
は
、
年
間
１
６
０

ｔ
ほ
ど
の
肥
料
を
製
造
し
、
農
家
へ
提
供
し
て
い
ま

す
。
ボ
イ
ラ
ー
で
し
っ
か
り
乾
燥
さ
せ
た
肥
料
は
臭

い
も
少
な
く
、
農
家
に
好
評
で
す
。

製
造
さ
れ
た
肥
料
は
石
垣
市
内
の
さ
と
う
き
び
畑

な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
垣
市
の
担
当
者
に

よ
る
と
、
こ
の
肥
料
を
使
っ
た
農
家
か
ら「
さ
と
う

き
び
の
生
育
が
良
く
な
っ
た
か
ら
見
に
来
て
！
」
と

畑
に
案
内
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

汚
泥
は
、
廃
棄
物
と
し
て
処
理
す
る
と
コ
ス
ト
も

手
間
も
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
で
使
わ
れ
る

化
学
肥
料
は
ほ
ぼ
全
量
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地

域
に
あ
る
資
源
を
肥

料
と
し
て
活
用
す
る

こ
の
取
組
は
、
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現

に
向
け
た
好
事
例
と

な
っ
て
い
ま
す
。

キッチンの排水口のその先は？
～汚

おでい

泥が肥料になるまで～

ഉ
ਫ
ޱ
の
ͦ
の
ઌ
΁

೤
ݯ
ʹ
΋
ͳ
Δ
Ԛ
ట

೤
ݯ
ʹ
΋
ͳ
Δ
Ԛ
ట

ഉ
ਫ
ޱ
か
Β
͞
と
͏
͖
ͼ
ാ
΁

ͦ
͠
ͯ
ാ
の
ӫ
ཆ
ʹ

ლٱᘫ෠Ԅɠʘɤʡ

ඌහǸらțɑɞをᦲȮȸᙡЂ

ඌහǸら࿨まȹたᎍ଱ȜȂȕǳǺȠကȥ
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しȐǸȷ̴༗したᎍ଱Ȝ΢いȱȆい

近
年
、
国
і
ۡ
に
お
い
て
高
ဲ
Ի
性
ᬵ
イ
ン

ɺ
ル
エ
ン
ɛ
や
᛻
熱
な
ど
の
特
ޔ
ޣ
စ
伝
ఓ
ဲ

が
継
続
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
୪
年

10
月
に
は
գ
ใ
の
ᩘ
ᩞ
᛻
で
ア
ɺ
リ
ɐ
᛻
熱ᯚ
ᰇ

ᰙ
ᰌ
ï
ᯛ
の
発
生
が
ᄂ
認
さ
れ
る
な
ど
、
Ȋ
の

Ꭼ
ܴ
は
඗
し
て
ᠾ
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ɀ
。

こ
う
し
た
伝
૞
Ӑ
の
ࣤ
い
特
ޔ
ޣ
စ
伝
ఓ
ဲ
が

発
生
し
た
ڗ
合
に
は
、
៲
᠚
な
ҟ
動
ᥰ
ဦ
に
よ

り
ま
ɀ
ࣁ
を
ᥰ
ǽ
こ
と
が
重
要
で
す
。

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
特
ޔ
ޣ
စ
伝
ఓ
ဲ

の
発
生
に
Ђ
え
、
៪
௻
ඁ
࿩
部
の
፹
ֻ
を
対
᛼

に
、
発
生
៪
ڗ
で
実
施
す
る
ᥰ
ဦ
Η
業
に
ᥑ
す

る
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
7
月

24
日
に
、
៪
௻
ඁ
࿩
省
動
物
ಎ
ဦ
ਘ
沖
縄
支
ਘ
、

沖
縄
県
စ
࿩
課
か
ら
講
師
を
招
き
、
国
ۡ
か
ら

ޣ
စ
の
伝
ఓ
ဲ
の
δ
入
を
ᥰ
ǽ
動
物
ಎ
ဦ
ਘ
の

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
ͭ
֡
８
年
８
月
14

日
に
「
۞
ͽ
み
ᘽ
ݯ
見
学
ɵ
ス
ɩ
ア
ー
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
小
学
生
の
ᘽ
ݯ
᯼
組
18

ճ
が
参
加
し
、
ᅌ
た
Ȏ
が
ஃ
ൢ
ᩖ
ɀ
で
い
る
༽

̳
が
߭
く
ま
で
の
ͤ
組
み
を
学
Ƞ
ま
し
た
。
ԛ

Ҵ
中
は
、沖
縄
県
ᢂ
៪
៪
業
Ԣ
ղ
組
合
よ
り「
̳

༽
の
一
生
」
に
つ
い
て
お
ᙽ
を
Ά
い
ま
し
た
。

р
ᆱ
か
ら
は
「
༽
が
健
ࢦ
に
᥁
く
ᠱ
ご
す
た
め

の
ჟ
ᆄ
は
し
て
い
ま
す
か
ᰅ
」
と
い
う
༽
の
体

調
ᇷ
理
に
ᥑ
す
る
᜼
י
も
あ
り
ま
し
た
。ᯚ
ఱ
ᯛ

ޞ
࢈
̳
業
の
ࡔ
ڗ
で
は
、
ߊ
᥂
の
ᙶ
᪟
に
合
格

し
た
፹
ֻ
が
必
ず
実
ᦝ
に
ᩖ
ɀ
で
ಎ
త
を
行
う

ट
࢚
し
た
ִ
᜼
ᇷ
理
も
学
Ƞ
ま
し
た
。

ԛ
後
は
、
ԣ
ٺ
ࡣ
の
ᯚ
ఱ
ᯛ
ޞ
࢈
៪
ག
で
、

実
ᦝ
に
̳
༽
を
᥋
近
で
見
学
し
ま
し
た
。
р

ᆱ
か
ら
は
、「
գ
ᩅ
の
୳
で
も
ૉ
̳
は
す
る

の
ᰅ
」
と
い
う
᜼
י
が
あ
り
、「
༽
の
た
め
に

գ
ᩅ
で
も
൭
日
ղ
ȅ
୳
᥋
に
ૉ
̳
し
、
ϴ
ᧉ

୳
は
発
ᧉ
機
を
ᅯ
А
し
て
対
प
し
て
い
る
」

と
い
う
ࡔ
۬
も
学
Ƞ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、「
༽

̳
の
֖
が
地
域
に
よ
っ
て
ᠸ
う
の
は
な
ȉ
ᰅ
」

と
い
っ
た
᜼
י
や
「
༽
が
1
日
に
ඁ
を
100
リ
ッ

ト
ル
も
ᩖ
ȭ
こ
と
に
Ƞ
っ
く
り
し
た
」「
こ
れ

か
ら
も
༽
̳
を
ᩖ
み
ま
す
ᯪ
」
な
ど
の
ধ
ঔ

が
聞
か
れ
、
ᢂ
៪
と
̳
業
に
つ
い
て
಴
し
く

学
ɀ
だ
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
៪
௻
ඁ
࿩
業
に
ᥑ
す
る
情
報
発
信

を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
当
局
ᰎ
ᰖ
や
公
式

ᰙ
ᰔ
ᰙ
も
ご
ᘻ
く
だ
さ
い
。

特
定
家
畜
伝
染
病
の
発
生
に
備
え
、

防
疫
作
業
説
明
会
を
開
催

取
組
や
、
特
ޔ
ޣ
စ
伝
ఓ
ဲ
発
生
୳
の
ᥰ
ဦ
Η

業
等
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

ᥰ
ဦ
Η
業
を
実
施
す
る
ᦝ
に
ᏸ
ស
の
ស
を
ފ
り
、

発
生
៪
ڗ
か
ら
ဲ
Ի
体
を
੪
Ȏ
Ґ
さ
な
い
た
め

の
ᥰ
ᛣ
஻
の
Ⴏ
Ꮇ
演
ፅ
も
実
施
し
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
、
実
ᦝ
に
発
生
し
た
ڗ
合
を
ঔ

ޔ
し
、
発
生
後
72
୳
᥋
ͮ
і
に
ᥰ
ဦ
ડ
ጡ
を
ލ

了
す
る
た
め
の
体
Ҩ
や
ऀ
ӂ
分
੉
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
参
加
者
か
ら
は
、
実
ᦝ
の
Η
業
を

ঔ
ޔ
し
た
᜼
י
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
ො
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
局
で
は
、
今
後
も
ᥑ
η
機
ᥑ
と
᠞
ૈ
し
、

̆
が
一
特
ޔ
ޣ
စ
伝
ఓ
ဲ
が
発
生
し
た
ڗ
合
に

៲
᠚
か
つ
ᡃ
җ
な
対
प
が
で
き
る
よ
う
ᥰ
ဦ
体

Ҩ
の
ࣤ
化
に
ӕ
め
て
ま
い
り
ま
す
。

消
費
者
の
部
屋

夏
休
み
特
別
講
座

『
親
子
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
』を

開
催
し
ま
し
た
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　農林水産部　消費・安全課　
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農林水産部

6
仕 事
窓の

▼
お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部

消
費
・
安
全
課

☎
０
９
８ -

８
６
６ -

１
６
７
２

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

肥
料
の
生
産
に
つ
い
て
事
例
収
集
や
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
石
垣
市
下
水
道
課
の

取
組
と
し
て
、
石
垣
西
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

み
な
さ
ん
が
、
キ
ッ
チ
ン
や
お
風
呂
、
ト
イ
レ
で

毎
日
使
っ
て
い
る
水
。
そ
の
水
が
排
水
口
に
流
れ
た

後
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

石
垣
市
に
あ
る
石
垣
西
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家

庭
な
ど
か
ら
の
排
水
を
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に
し

て
海
に
放
流
し
て
い
ま
す
。
排
水
を
き
れ
い
に
す
る

た
め
に
活
躍
し
て
い
る
の
が
微
生
物
で
す
。
汚
れ
を

分
解
し
役
目
を
終
え
た
微
生
物
は
、
汚
泥
と
し
て
施

設
内
に
蓄
積
し
ま
す
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
た
ま
っ
た
汚
泥
か
ら
ガ
ス

を
発
生
さ
せ
、
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
に
し
て
い
ま
す
。

燃
料
に
は
重
油
も
使
い
ま
す
が
、
ガ
ス
を
貯
蔵
し
効

率
的
に
使
用
す
る
こ
と
で
、
化
石
燃
料
の
削
減
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
残
っ
た
汚
泥
を
、
遠
心
分
離
機
で
脱
水
し
、

先
ほ
ど
の
ボ
イ
ラ
ー
で
乾
燥
さ
せ
る
と
、
農
業
に
欠

か
せ
な
い
肥
料
と
な
り
ま
す
。
施
設
を
維
持
管
理
す

る（
株
）
西
原
環
境
お
き
な
わ
で
は
、
年
間
１
６
０

ｔ
ほ
ど
の
肥
料
を
製
造
し
、
農
家
へ
提
供
し
て
い
ま

す
。
ボ
イ
ラ
ー
で
し
っ
か
り
乾
燥
さ
せ
た
肥
料
は
臭

い
も
少
な
く
、
農
家
に
好
評
で
す
。

製
造
さ
れ
た
肥
料
は
石
垣
市
内
の
さ
と
う
き
び
畑

な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
垣
市
の
担
当
者
に

よ
る
と
、
こ
の
肥
料
を
使
っ
た
農
家
か
ら「
さ
と
う

き
び
の
生
育
が
良
く
な
っ
た
か
ら
見
に
来
て
！
」
と

畑
に
案
内
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

汚
泥
は
、
廃
棄
物
と
し
て
処
理
す
る
と
コ
ス
ト
も

手
間
も
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
で
使
わ
れ
る

化
学
肥
料
は
ほ
ぼ
全
量
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地

域
に
あ
る
資
源
を
肥

料
と
し
て
活
用
す
る

こ
の
取
組
は
、
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現

に
向
け
た
好
事
例
と

な
っ
て
い
ま
す
。

キッチンの排水口のその先は？
～汚

おでい

泥が肥料になるまで～

ഉ
ਫ
ޱ
の
ͦ
の
ઌ
΁

೤
ݯ
ʹ
΋
ͳ
Δ
Ԛ
ట

೤
ݯ
ʹ
΋
ͳ
Δ
Ԛ
ట

ഉ
ਫ
ޱ
か
Β
͞
と
͏
͖
ͼ
ാ
΁

ͦ
͠
ͯ
ാ
の
ӫ
ཆ
ʹ

ლٱᘫ෠Ԅɠʘɤʡ

ඌහǸらțɑɞをᦲȮȸᙡЂ

ඌහǸら࿨まȹたᎍ଱ȜȂȕǳǺȠကȥ
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しȐǸȷ̴༗したᎍ଱Ȝ΢いȱȆい

近
年
、
国
і
ۡ
に
お
い
て
高
ဲ
Ի
性
ᬵ
イ
ン

ɺ
ル
エ
ン
ɛ
や
᛻
熱
な
ど
の
特
ޔ
ޣ
စ
伝
ఓ
ဲ

が
継
続
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
୪
年

10
月
に
は
գ
ใ
の
ᩘ
ᩞ
᛻
で
ア
ɺ
リ
ɐ
᛻
熱ᯚ
ᰇ

ᰙ
ᰌ
ï
ᯛ
の
発
生
が
ᄂ
認
さ
れ
る
な
ど
、
Ȋ
の

Ꭼ
ܴ
は
඗
し
て
ᠾ
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ɀ
。

こ
う
し
た
伝
૞
Ӑ
の
ࣤ
い
特
ޔ
ޣ
စ
伝
ఓ
ဲ
が

発
生
し
た
ڗ
合
に
は
、
៲
᠚
な
ҟ
動
ᥰ
ဦ
に
よ

り
ま
ɀ
ࣁ
を
ᥰ
ǽ
こ
と
が
重
要
で
す
。

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
特
ޔ
ޣ
စ
伝
ఓ
ဲ

の
発
生
に
Ђ
え
、
៪
௻
ඁ
࿩
部
の
፹
ֻ
を
対
᛼

に
、
発
生
៪
ڗ
で
実
施
す
る
ᥰ
ဦ
Η
業
に
ᥑ
す

る
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
7
月

24
日
に
、
៪
௻
ඁ
࿩
省
動
物
ಎ
ဦ
ਘ
沖
縄
支
ਘ
、

沖
縄
県
စ
࿩
課
か
ら
講
師
を
招
き
、
国
ۡ
か
ら

ޣ
စ
の
伝
ఓ
ဲ
の
δ
入
を
ᥰ
ǽ
動
物
ಎ
ဦ
ਘ
の

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
ͭ
֡
８
年
８
月
14

日
に
「
۞
ͽ
み
ᘽ
ݯ
見
学
ɵ
ス
ɩ
ア
ー
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
小
学
生
の
ᘽ
ݯ
᯼
組
18

ճ
が
参
加
し
、
ᅌ
た
Ȏ
が
ஃ
ൢ
ᩖ
ɀ
で
い
る
༽

̳
が
߭
く
ま
で
の
ͤ
組
み
を
学
Ƞ
ま
し
た
。
ԛ

Ҵ
中
は
、沖
縄
県
ᢂ
៪
៪
業
Ԣ
ղ
組
合
よ
り「
̳

༽
の
一
生
」
に
つ
い
て
お
ᙽ
を
Ά
い
ま
し
た
。

р
ᆱ
か
ら
は
「
༽
が
健
ࢦ
に
᥁
く
ᠱ
ご
す
た
め

の
ჟ
ᆄ
は
し
て
い
ま
す
か
ᰅ
」
と
い
う
༽
の
体

調
ᇷ
理
に
ᥑ
す
る
᜼
י
も
あ
り
ま
し
た
。ᯚ
ఱ
ᯛ

ޞ
࢈
̳
業
の
ࡔ
ڗ
で
は
、
ߊ
᥂
の
ᙶ
᪟
に
合
格

し
た
፹
ֻ
が
必
ず
実
ᦝ
に
ᩖ
ɀ
で
ಎ
త
を
行
う

ट
࢚
し
た
ִ
᜼
ᇷ
理
も
学
Ƞ
ま
し
た
。

ԛ
後
は
、
ԣ
ٺ
ࡣ
の
ᯚ
ఱ
ᯛ
ޞ
࢈
៪
ག
で
、

実
ᦝ
に
̳
༽
を
᥋
近
で
見
学
し
ま
し
た
。
р

ᆱ
か
ら
は
、「
գ
ᩅ
の
୳
で
も
ૉ
̳
は
す
る

の
ᰅ
」
と
い
う
᜼
י
が
あ
り
、「
༽
の
た
め
に

գ
ᩅ
で
も
൭
日
ղ
ȅ
୳
᥋
に
ૉ
̳
し
、
ϴ
ᧉ

୳
は
発
ᧉ
機
を
ᅯ
А
し
て
対
प
し
て
い
る
」

と
い
う
ࡔ
۬
も
学
Ƞ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、「
༽

̳
の
֖
が
地
域
に
よ
っ
て
ᠸ
う
の
は
な
ȉ
ᰅ
」

と
い
っ
た
᜼
י
や
「
༽
が
1
日
に
ඁ
を
100
リ
ッ

ト
ル
も
ᩖ
ȭ
こ
と
に
Ƞ
っ
く
り
し
た
」「
こ
れ

か
ら
も
༽
̳
を
ᩖ
み
ま
す
ᯪ
」
な
ど
の
ধ
ঔ

が
聞
か
れ
、
ᢂ
៪
と
̳
業
に
つ
い
て
಴
し
く

学
ɀ
だ
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
៪
௻
ඁ
࿩
業
に
ᥑ
す
る
情
報
発
信

を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
当
局
ᰎ
ᰖ
や
公
式

ᰙ
ᰔ
ᰙ
も
ご
ᘻ
く
だ
さ
い
。

特
定
家
畜
伝
染
病
の
発
生
に
備
え
、

防
疫
作
業
説
明
会
を
開
催

取
組
や
、
特
ޔ
ޣ
စ
伝
ఓ
ဲ
発
生
୳
の
ᥰ
ဦ
Η

業
等
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

ᥰ
ဦ
Η
業
を
実
施
す
る
ᦝ
に
ᏸ
ស
の
ស
を
ފ
り
、

発
生
៪
ڗ
か
ら
ဲ
Ի
体
を
੪
Ȏ
Ґ
さ
な
い
た
め

の
ᥰ
ᛣ
஻
の
Ⴏ
Ꮇ
演
ፅ
も
実
施
し
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
、
実
ᦝ
に
発
生
し
た
ڗ
合
を
ঔ

ޔ
し
、
発
生
後
72
୳
᥋
ͮ
і
に
ᥰ
ဦ
ડ
ጡ
を
ލ

了
す
る
た
め
の
体
Ҩ
や
ऀ
ӂ
分
੉
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
参
加
者
か
ら
は
、
実
ᦝ
の
Η
業
を

ঔ
ޔ
し
た
᜼
י
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
ො
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
局
で
は
、
今
後
も
ᥑ
η
機
ᥑ
と
᠞
ૈ
し
、

̆
が
一
特
ޔ
ޣ
စ
伝
ఓ
ဲ
が
発
生
し
た
ڗ
合
に

៲
᠚
か
つ
ᡃ
җ
な
対
प
が
で
き
る
よ
う
ᥰ
ဦ
体

Ҩ
の
ࣤ
化
に
ӕ
め
て
ま
い
り
ま
す
。

消
費
者
の
部
屋

夏
休
み
特
別
講
座

『
親
子
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
』を

開
催
し
ま
し
た

▼お問合せ先
　農林水産部　消費・安全課　
　☎０９８Ȃ８６６Ȃ１６７２

▼お問合せ先
　農林水産部　消費・安全課　
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ԭೄݝཙ೶೶ڠۀಉ૊߹৬һのઆ໌

ʢגʣٶฏೕۀの޻৔見ֶ

ʢגʣٶฏ೶຀の຀৔見ֶ

122026│11-12月号

農林水産部
5

仕 事
窓の

農林水産部
4

仕 事
窓の

˞ΞϑϦΧಲ熱ʢ"GSJDBO�TXJOF�GFWFS
�
̨̖ ʣ̛͸ɺ"4'΢Πϧε͕ɺಲ౳にײછ͢
る ͱ͜Ͱൃ঱͢るகࢮ཰͕͍ߴ఻છපɻ
省ϗʔϜϖʔ࢈に͍ͭͯ͸ɺ೶ྛਫࡉৄ
δΛ参রɻ
̧̪ ɿ̡IUUQT���
XXX�NBGG�HP�KQ�K�
TZPVBO�EPVFJ�BTG�
IUNM

動物検疫所の取組等について受講

防護服の着脱演習



部ۀ産ࡁܦ

9
仕 事
窓の

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
沖
縄
Ⴂ
内
の
ர
࢜
੶
ᐄ

に
ᥑ
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
Ⴂ

内
ர
࢜
の
᫥
Ӑ
を
࢕
く
発
υ
し
、
ݯ
ど
も
た
Ȏ
を
は

じ
め
ۤ
く
の
ି
Ǚ
に
本
や
ர
࢜
に
ᘽ
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
Ⴂ
内
の
ர
࢜
の
ڗ
ਘ
を
紹
介
す
る

「
お
き
な
わ
ர
࢜
/
#
2
」
を
Η
ਂ
し
ま
し
た
。

᯾
ஸ
᯹
日
に
当
局
で
᥈
Є
し
た
ߕ
学
生
向
け
イ
ɾ

ン
ト「
こ
ど
も
見
学
ɬ
ー
」
で
は
、
こ
の「
お
き
な
わ

ர
࢜
/
#
2
」
の
ߵ
ᄞ
に
Ӓ
え
、
Ⴂ
内
Ґ
༷
社
や
沖

縄
を
ɫ
ー
ʃ
に
し
た「
沖
縄
本
」
の
ߵ
ᄞ
、
ர
࢜
の

ཆ
ञ
や
᫥
Ӑ
を
紹
介
し
た
ர
࢜
紹
介
ታ
を
ᡸ
ࡤ
し
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
Ⴂ
内
で
活
Ӧ
す
る
ᚖ
み
፮
か
せ

ᛅ
࡯
に
よ
る
ኛ
本
の
ᚖ
み
፮
か
せ
や
、
活
༷
ԭ
ҩ
に

よ
る
ɏ
ʏ
ɝ
ɯ
ʐ
భ
Ȓ
く
り
を
実
施
し
、
ۤ
く
の
ݯ

ど
も
た
Ȏ
で
ᜱ
わ
い
ま
し
た
。

「おきなわ書店MAP」を作成しました！

ᚖȬ፮ǸȈț೒ݯ

ǷǺなȼர࢜/#2ᯯ ԢӐᰀඣዐႢர࢜חಪኇծᯰ

「
お
き
な
わ
ர
࢜
/
#
2
」「
ர
࢜
紹
介
ታ
」
は
、

当
局
ʀ
ー
ʅ
ɿ
ー
ɝ
で
ы
᥈
し
て
い
ま
す
。
Ⴂ
内
に

は
ϔ
ॄ
的
で
᫥
Ӑ
的
な
ர
࢜
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

ȉ
ȟ
ご
ᘻ
い
た
ȍ
き
、
お
ൽ
に
入
り
の
本
߮
さ
ん
を

見
つ
け
た
り
ர
࢜
ࡒ
り
を
಴
し
ん
ȍ
り
す
る
ᦝ
に
ご

活
用
く
ȍ
さ
い
。

当
局
で
は
、
今
後
も
ᥑ
η
す
る
ၱ
೒
と
᠞
ૈ
し
な

が
ら
、
ࣖ
き
続
き
Ⴂ
内
の
ர
࢜
੶
ᐄ
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

▼お問合せ先
　ԉࣨࢧۀ部　঎຿௨঎課　ίϯςϯπ産ۀ産ࡁܦ　
　☎０９８-８６６-１７ １̏
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ො༷ԭҩΑ᪟ᯯ భȒǼȷᯰ
ᯯԢӐᰀ̙ ௛ԭҩఱ࣑;ᄠᯯ ԣᩅԻ࿵ᯰᯰ

ො༷ԭҩしたభ

ǷǺなȼர࢜/#2
ȜȀȎらǸらĒ

ඣዐኼծ̼ө2*ߨ

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
ᙁ
л
ޙ
に
Ⴂ
産
農

௻
水
産
物
ʠ
ᩏ
ִ
の
᫥
Ӑ
を
΀
え
、
෱
ᜣ
ਫ਼
۩

に
つ
な
ǿ
る
た
め
、
Ⴂ
内
ᙁ
л
地
ᇔ
で
の
᜕
۔

θ
ᠢ
イ
ɾ
ン
ト
や
࢕
ږ
活
Ӧ
を
行
い
ま
し
た
。

ё
Α
的
に
は
海
෋
ԥ
ы
َ
（
本
ᡩ
࿵
）
と
あ

や
は
し
ᩪ
（
う
る
ま
市
）
で
ʂ
ッ
ɼ
ɇ
ッ
ɼ
ス

ト
ɇ
を
᥈
Є
す
る
と
と
も
に
、
ᰙ
ᰔ
ᰙ
、
機
内

ᚆ
、ᙁ
л
঄
ږ
ᦹ
ᚆ
ᇔ
の
活
用
、チ
ラ
ɜ
の
Η
ਂ
ʠ

ᡸ
ࡤ
な
ど
に
よ
り
、
࢕
ږ
活
Ӧ
を
行
い
ま
し
た
。

ʂ
ッ
ɼ
ɇ
ッ
ɼ
ス
ト
ɇ
に
は
᯸
会
ڗ
の
ᙒ
６

日
で
、
᯸᯳
᯾
᯺
０

͗
の
来
࢜
ޙ
が
ᙠ

れ
ま
し
た
。
来
࢜

ޙ
か
ら
は
「
ど
こ

で
᜕
۔
し
て
い
ま

す
か
ᰅ
」や「
ፄ
日
、

႘
۔
ਘ
に
ᆢ
Ȏ
ީ

り
ま
す
。」
な
ど
の

ے
が
̉
が
り
ま
し

た
。ま

た
、
レ
ɜ
ー

ト
キ
Ჵ
ン
ɿ
ー
ン

の
実
施
に
よ
り
ᙁ

л
ޙ
の
農
産
物

႘
۔
ਘ
ᇔ
に
お
け

る
ᝀ
ᜡ
行
Ӧ
に
ᥑ
す
る
᚛
త
ʠ
分
௹
を
行
い

ま
し
た
。
本
キ
Ჵ
ン
ɿ
ー
ン
に
お
け
る
Շ
Ӓ

総
ଡ
は
1᯳
9
᯿
０
ͳ
、
実
ᝀ
ᜡ
ᢧ
ᨶ
は
合
ᙒ

᯽
᯾
６
̆
１᯳
０
᯸
１
ї
と
な
り
ま
し
た
。
ִ
目

ご
と
の
኎
௽
で
は
ʃ
ン
ə
ー
が
۔
̉
᩹
Ό
と
な

り
ま
し
た
。
प
Ӭ
ͳ
ଡ
で
は
、
႘
۔
ਘ
に
よ
っ

て
は
ᮣ
ቖ
が
᩹
Ό
と
な
る
ڗ
合
も
あ
り
ま
し
た

が
、
۔
̉
ީ
̌
は
ʃ
ン
ə
ー
が
ٕ
Ϙ
的
で
し
た

（
ᯱ
）。
キ
Ჵ
ン
ɿ
ー
ン
の
ᚇ
ე
と
し
て
は
、
ᰙ

ᰔ
ᰙ
が
45
ʠ
１
ᯭ
と
ஶ
۩
で
、
ɬ
ɝ
タ
ʐ
ݍ
Α

が
प
Ӭ
の
̟
ߔ
዁
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ഫ
い

で
႘
۔
ਘ
࢜
ᨬ
23
ʠ
０
ᯭ
、
ᙁ
л
案
内
ਘ
ᇔ
の

ᡸ
ࡤ
チ
ラ
ɜ
18
ʠ
᯾
ᯭ
と
現
地
ઝ
ໜ
も
̃
ޔ
の

ީ
̌
を
ᄞ
し
ま
し
た
。

本
イ
ɾ
ン
ト
や
キ
Ჵ
ン
ɿ
ー
ン
ᇔ
の
኎
௽
を

᝷
ま
え
、
ࣖ
き
続
き
Ⴂ
産
農
௻
水
産
物
ʠ
ᩏ
ִ

の
᜕
۔
Ӑ
ࣤ
化
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

日
本
ஶ
۩
ቴ
の
「
ᩏ
」
の
ل
ᦝ
ח
᚞
会

「
14
V
J
沖
縄
۩
交
ୣ
会
�
�
�
�
」
が
、
11
ஸ

26
日
ʠ
27
日
に
᥈
Є
さ
れ
ま
す
。

խ
地
か
ら
ɵ
イ
ʉ
ー
が
集
う
そ
の
ᐑ
գ
で
、

Ⴂ
産
ִ
の
᫥
Ӑ
ᇔ
を
し
っ
か
り
΀
え
る
た
め
に

は
、
ח
᚞
Ҵ
の
๊
Ђ
が
重
ᘬ
、
ח
᚞
の
ਂ
ռ
は

ճ
Ҭ
交
換
の
Ҵ
か
ら
ܤ
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
7
ஸ
29
日
に
、
海

ۡ
市
ڗ
へ
᜕
ᝯ
ਫ਼
۩
を
目
੬
す
事
業
者
ᇔ
を
߇

᛼
に
、
海
ۡ
ח
᚞
ਂ
ӑ
の
ʂ
イ
ン
ト
を
学
ȣ
セ

ʄ
ɯ
ー
を
᥈
Є
し
ま
し
た
。
本
セ
ʄ
ɯ
ー
は
沖

縄
۩
交
ୣ
会
ɏ
ɺ
Ჰ
ɜ
Ჵ
ʐ
セ
ʄ
ɯ
ー
と
な
っ

て
い
ま
す
。

セ
ʄ
ɯ
ー
で
は
、F

ood E
xport

ᯮS
afety 

S
ervices

ͬ
ᗕ
の
ඃ
࿯
ӑ
൹
か
ら
、
海
ۡ
ח
᚞

な
ら
で
は
の
ፔ
え
ି
や
、
ח
ִ
の
᫥
Ӑ
を
「
႙

手
に
΀
わ
る
ࣵ
」
に
す
る
コ
ɩ
を
、
ト
ッ
ɼ
ʠ

ト
レ
ー
ɬ
Ჰ
ン
ɕ
（
株
）
の
ு
ஸ
ਂ
ߵ
൹
か
ら

は
、
ɏ
ン
ラ
イ
ン
ח
᚞
の
資
料
Ȓ
く
り
や
環
境

ଣ
Ђ
、
υ
頼
の
ሂ
き
ି
を
紹
介
い
た
ȍ
き
ま
し

た
。
そ
の
ͥ
、沖
縄
۩
交
ୣ
会
や
、ኋ
ป
産
業
ႜ
ʠ

農
௻
水
産
ႜ
の
輸
Ґ
θ
ᠢ
施
ᇝ
の
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。

当
局
で
は
、こ
れ
か
ら
も
ᥑ
η
機
ᥑ
と
᠞
ૈ
し
、

Ⴂ
内
事
業
者
の
海
ۡ
ߵ
᥈
を
後
੆
し
し
ま
す
。

農林水産部

7
仕 事
窓の

部ۀ産ࡁܦ

8
仕 事
窓の

ԭ
ೄ
ݝ
࢈
೶
ྛ
ਫ
࢈
෺
ɾ
৯
඼
の

ϙ
ỽ
ϓ
ア
ỽ
ϓ
ス
τ
ア
を

開
催
し
ま
し
た
ʂ

ԭ
ೄ
の
ັ
ྗ
త
ͳ
特
࢈
඼
を

ւ
の
޲
͜
͏
΁
ʂ

Ỗ
ւ
֎
ల
開
の
η
ϛ
φ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
Ỗ

▼お問合せ先
農林水産部　৯ྉ産ۀ課

　☎０９８-８６６-１６７̏

品目 件数 売上（万円）
１ マンゴー 661 237.8
２ バナナ 413 39.9
３ 黒糖 403 29.2
４ パイナップル 258 45.6
５ 海ぶどう 121 15.0

ᯯᯱ �ᯰʑɜʡɭɒʈʘɿʡʘ
���ᝀцִ႖ɾɞɭ᯻

ï�᠚ږϠȕなȷまȆǖ

ʑɜʡɭɒʈʘɿʡʘțɦʎɜ ʂɨɼɇɨɼɉɾʘɭț೒ݯ

ඃ࿯൹țɏʘʎɉʘၪۀ

にȓǕխᅪୁᇝțኂ͟をᗉいましたǖڗ;

▼
お
問
合
せ
先

経
済
産
業
部

商
務
通
商
課

☎
０
９
８-

８
６
６-

１
７
３
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部ۀ産ࡁܦ

9
仕 事
窓の

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
沖
縄
Ⴂ
内
の
ர
࢜
੶
ᐄ

に
ᥑ
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
Ⴂ

内
ர
࢜
の
᫥
Ӑ
を
࢕
く
発
υ
し
、
ݯ
ど
も
た
Ȏ
を
は

じ
め
ۤ
く
の
ି
Ǚ
に
本
や
ர
࢜
に
ᘽ
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
Ⴂ
内
の
ர
࢜
の
ڗ
ਘ
を
紹
介
す
る

「
お
き
な
わ
ர
࢜
/
#
2
」
を
Η
ਂ
し
ま
し
た
。

᯾
ஸ
᯹
日
に
当
局
で
᥈
Є
し
た
ߕ
学
生
向
け
イ
ɾ

ン
ト「
こ
ど
も
見
学
ɬ
ー
」
で
は
、
こ
の「
お
き
な
わ

ர
࢜
/
#
2
」
の
ߵ
ᄞ
に
Ӓ
え
、
Ⴂ
内
Ґ
༷
社
や
沖

縄
を
ɫ
ー
ʃ
に
し
た「
沖
縄
本
」
の
ߵ
ᄞ
、
ர
࢜
の

ཆ
ञ
や
᫥
Ӑ
を
紹
介
し
た
ர
࢜
紹
介
ታ
を
ᡸ
ࡤ
し
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
Ⴂ
内
で
活
Ӧ
す
る
ᚖ
み
፮
か
せ

ᛅ
࡯
に
よ
る
ኛ
本
の
ᚖ
み
፮
か
せ
や
、
活
༷
ԭ
ҩ
に

よ
る
ɏ
ʏ
ɝ
ɯ
ʐ
భ
Ȓ
く
り
を
実
施
し
、
ۤ
く
の
ݯ

ど
も
た
Ȏ
で
ᜱ
わ
い
ま
し
た
。

「おきなわ書店MAP」を作成しました！

ᚖȬ፮ǸȈț೒ݯ

ǷǺなȼர࢜/#2ᯯ ԢӐᰀඣዐႢர࢜חಪኇծᯰ

「
お
き
な
わ
ர
࢜
/
#
2
」「
ர
࢜
紹
介
ታ
」
は
、

当
局
ʀ
ー
ʅ
ɿ
ー
ɝ
で
ы
᥈
し
て
い
ま
す
。
Ⴂ
内
に

は
ϔ
ॄ
的
で
᫥
Ӑ
的
な
ர
࢜
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

ȉ
ȟ
ご
ᘻ
い
た
ȍ
き
、
お
ൽ
に
入
り
の
本
߮
さ
ん
を

見
つ
け
た
り
ர
࢜
ࡒ
り
を
಴
し
ん
ȍ
り
す
る
ᦝ
に
ご

活
用
く
ȍ
さ
い
。

当
局
で
は
、
今
後
も
ᥑ
η
す
る
ၱ
೒
と
᠞
ૈ
し
な

が
ら
、
ࣖ
き
続
き
Ⴂ
内
の
ர
࢜
੶
ᐄ
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

▼お問合せ先
　ԉࣨࢧۀ部　঎຿௨঎課　ίϯςϯπ産ۀ産ࡁܦ　
　☎０９８-８６６-１７ １̏
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ො༷ԭҩΑ᪟ᯯ భȒǼȷᯰ
ᯯԢӐᰀ̙ ௛ԭҩఱ࣑;ᄠᯯ ԣᩅԻ࿵ᯰᯰ

ො༷ԭҩしたభ

ǷǺなȼர࢜/#2
ȜȀȎらǸらĒ

ඣዐኼծ̼ө2*ߨ

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
ᙁ
л
ޙ
に
Ⴂ
産
農

௻
水
産
物
ʠ
ᩏ
ִ
の
᫥
Ӑ
を
΀
え
、
෱
ᜣ
ਫ਼
۩

に
つ
な
ǿ
る
た
め
、
Ⴂ
内
ᙁ
л
地
ᇔ
で
の
᜕
۔

θ
ᠢ
イ
ɾ
ン
ト
や
࢕
ږ
活
Ӧ
を
行
い
ま
し
た
。

ё
Α
的
に
は
海
෋
ԥ
ы
َ
（
本
ᡩ
࿵
）
と
あ

や
は
し
ᩪ
（
う
る
ま
市
）
で
ʂ
ッ
ɼ
ɇ
ッ
ɼ
ス

ト
ɇ
を
᥈
Є
す
る
と
と
も
に
、
ᰙ
ᰔ
ᰙ
、
機
内

ᚆ
、ᙁ
л
঄
ږ
ᦹ
ᚆ
ᇔ
の
活
用
、チ
ラ
ɜ
の
Η
ਂ
ʠ

ᡸ
ࡤ
な
ど
に
よ
り
、
࢕
ږ
活
Ӧ
を
行
い
ま
し
た
。

ʂ
ッ
ɼ
ɇ
ッ
ɼ
ス
ト
ɇ
に
は
᯸
会
ڗ
の
ᙒ
６

日
で
、
᯸᯳
᯾
᯺
０

͗
の
来
࢜
ޙ
が
ᙠ

れ
ま
し
た
。
来
࢜

ޙ
か
ら
は
「
ど
こ

で
᜕
۔
し
て
い
ま

す
か
ᰅ
」や「
ፄ
日
、

႘
۔
ਘ
に
ᆢ
Ȏ
ީ

り
ま
す
。」
な
ど
の

ے
が
̉
が
り
ま
し

た
。ま

た
、
レ
ɜ
ー

ト
キ
Ჵ
ン
ɿ
ー
ン

の
実
施
に
よ
り
ᙁ

л
ޙ
の
農
産
物

႘
۔
ਘ
ᇔ
に
お
け

る
ᝀ
ᜡ
行
Ӧ
に
ᥑ
す
る
᚛
త
ʠ
分
௹
を
行
い

ま
し
た
。
本
キ
Ჵ
ン
ɿ
ー
ン
に
お
け
る
Շ
Ӓ

総
ଡ
は
1᯳
9
᯿
０
ͳ
、
実
ᝀ
ᜡ
ᢧ
ᨶ
は
合
ᙒ

᯽
᯾
６
̆
１᯳
０
᯸
１
ї
と
な
り
ま
し
た
。
ִ
目

ご
と
の
኎
௽
で
は
ʃ
ン
ə
ー
が
۔
̉
᩹
Ό
と
な

り
ま
し
た
。
प
Ӭ
ͳ
ଡ
で
は
、
႘
۔
ਘ
に
よ
っ

て
は
ᮣ
ቖ
が
᩹
Ό
と
な
る
ڗ
合
も
あ
り
ま
し
た

が
、
۔
̉
ީ
̌
は
ʃ
ン
ə
ー
が
ٕ
Ϙ
的
で
し
た

（
ᯱ
）。
キ
Ჵ
ン
ɿ
ー
ン
の
ᚇ
ე
と
し
て
は
、
ᰙ

ᰔ
ᰙ
が
45
ʠ
１
ᯭ
と
ஶ
۩
で
、
ɬ
ɝ
タ
ʐ
ݍ
Α

が
प
Ӭ
の
̟
ߔ
዁
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ഫ
い

で
႘
۔
ਘ
࢜
ᨬ
23
ʠ
０
ᯭ
、
ᙁ
л
案
内
ਘ
ᇔ
の

ᡸ
ࡤ
チ
ラ
ɜ
18
ʠ
᯾
ᯭ
と
現
地
ઝ
ໜ
も
̃
ޔ
の

ީ
̌
を
ᄞ
し
ま
し
た
。

本
イ
ɾ
ン
ト
や
キ
Ჵ
ン
ɿ
ー
ン
ᇔ
の
኎
௽
を

᝷
ま
え
、
ࣖ
き
続
き
Ⴂ
産
農
௻
水
産
物
ʠ
ᩏ
ִ

の
᜕
۔
Ӑ
ࣤ
化
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

日
本
ஶ
۩
ቴ
の
「
ᩏ
」
の
ل
ᦝ
ח
᚞
会

「
14
V
J
沖
縄
۩
交
ୣ
会
�
�
�
�
」
が
、
11
ஸ

26
日
ʠ
27
日
に
᥈
Є
さ
れ
ま
す
。

խ
地
か
ら
ɵ
イ
ʉ
ー
が
集
う
そ
の
ᐑ
գ
で
、

Ⴂ
産
ִ
の
᫥
Ӑ
ᇔ
を
し
っ
か
り
΀
え
る
た
め
に

は
、
ח
᚞
Ҵ
の
๊
Ђ
が
重
ᘬ
、
ח
᚞
の
ਂ
ռ
は

ճ
Ҭ
交
換
の
Ҵ
か
ら
ܤ
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
7
ஸ
29
日
に
、
海

ۡ
市
ڗ
へ
᜕
ᝯ
ਫ਼
۩
を
目
੬
す
事
業
者
ᇔ
を
߇

᛼
に
、
海
ۡ
ח
᚞
ਂ
ӑ
の
ʂ
イ
ン
ト
を
学
ȣ
セ

ʄ
ɯ
ー
を
᥈
Є
し
ま
し
た
。
本
セ
ʄ
ɯ
ー
は
沖

縄
۩
交
ୣ
会
ɏ
ɺ
Ჰ
ɜ
Ჵ
ʐ
セ
ʄ
ɯ
ー
と
な
っ

て
い
ま
す
。

セ
ʄ
ɯ
ー
で
は
、F

ood E
xport

ᯮS
afety 

S
ervices

ͬ
ᗕ
の
ඃ
࿯
ӑ
൹
か
ら
、
海
ۡ
ח
᚞

な
ら
で
は
の
ፔ
え
ି
や
、
ח
ִ
の
᫥
Ӑ
を
「
႙

手
に
΀
わ
る
ࣵ
」
に
す
る
コ
ɩ
を
、
ト
ッ
ɼ
ʠ

ト
レ
ー
ɬ
Ჰ
ン
ɕ
（
株
）
の
ு
ஸ
ਂ
ߵ
൹
か
ら

は
、
ɏ
ン
ラ
イ
ン
ח
᚞
の
資
料
Ȓ
く
り
や
環
境

ଣ
Ђ
、
υ
頼
の
ሂ
き
ି
を
紹
介
い
た
ȍ
き
ま
し

た
。
そ
の
ͥ
、沖
縄
۩
交
ୣ
会
や
、ኋ
ป
産
業
ႜ
ʠ

農
௻
水
産
ႜ
の
輸
Ґ
θ
ᠢ
施
ᇝ
の
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。

当
局
で
は
、こ
れ
か
ら
も
ᥑ
η
機
ᥑ
と
᠞
ૈ
し
、

Ⴂ
内
事
業
者
の
海
ۡ
ߵ
᥈
を
後
੆
し
し
ま
す
。

農林水産部

7
仕 事
窓の

部ۀ産ࡁܦ

8
仕 事
窓の

ԭ
ೄ
ݝ
࢈
೶
ྛ
ਫ
࢈
෺
ɾ
৯
඼
の

ϙ
ỽ
ϓ
ア
ỽ
ϓ
ス
τ
ア
を

開
催
し
ま
し
た
ʂ

ԭ
ೄ
の
ັ
ྗ
త
ͳ
特
࢈
඼
を

ւ
の
޲
͜
͏
΁
ʂ

Ỗ
ւ
֎
ల
開
の
η
ϛ
φ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
Ỗ

▼お問合せ先
農林水産部　৯ྉ産ۀ課

　☎０９８-８６６-１６７̏

品目 件数 売上（万円）
１ マンゴー 661 237.8
２ バナナ 413 39.9
３ 黒糖 403 29.2
４ パイナップル 258 45.6
５ 海ぶどう 121 15.0

ᯯᯱ �ᯰʑɜʡɭɒʈʘɿʡʘ
���ᝀцִ႖ɾɞɭ᯻

ï�᠚ږϠȕなȷまȆǖ

ʑɜʡɭɒʈʘɿʡʘțɦʎɜ ʂɨɼɇɨɼɉɾʘɭț೒ݯ

ඃ࿯൹țɏʘʎɉʘၪۀ

にȓǕխᅪୁᇝțኂ͟をᗉいましたǖڗ;

▼
お
問
合
せ
先

経
済
産
業
部

商
務
通
商
課

☎
０
９
８-

８
６
６-

１
７
３
１
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ᐝ
ֻ
໐
ޠ
発
生
率
は
ᦍ
̉
Ӛ
А
者
の
໐
ޠ
に
൰
Ȧ

て
᫁
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ᐝ
ֻ
が
ͽ
፹
ʠ
離
፹
す
る
こ
と
は
海
ᠯ
業
Ջ
び
๬

業
に
と
っ
て
͗
的
資
源
の
઼
۰
で
あ
る
ȍ
け
で
な
く
、

ᦍ
̉
に
൰
Ȧ
᫁
い
ᐝ
ֻ
໐
ޠ
発
生
率
は
、
ᑒ
年
者
に

ᐝ
ֻ
と
い
う
፹
業
を
ଠ
遠
さ
せ
る
ᘬ
ؼ
に
も
な
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
᠗
し
て
ᐝ
ֻ
の
ދ
全
ᗏ

生
に
߇
す
る
意
ᛖ
の
᫁
લ
Ջ
び
ᐝ
ֻ
໐
ޠ
ᥰ
ു
߇
ᇝ

を
̃
߹
ટ
ᠢ
し
て
い
き
ま
す
。

ඣዐᐝֻ໐ޠᥰു۩;ᯯ ࣑ђ țᯰ೒ݯ
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▼
お
問
合
せ
先

運
輸
部

船
舶
船
員
課

☎
０
９
８-

８
６
６-

１
８
３
８

ӡ༌部

仕 事
窓の12

令和８年度
船員労働安全衛生月間の実施

例
年
᯿
ஸ
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の
１
か
ஸ
間
は
、

ᐝ
ֻ
໐
ޠ
の
減
少
と
ᐝ
内
に
お
け
る
ދ
全
で
म
ᡃ
な

Η
業
環
境
、
ߪ
Ύ
環
境
の
実
現
を
目
੬
し
て
、ᯨ
ᐝ

ֻ
Ӛ
А
ދ
全
ᗏ
生
ஸ
間
ᯩ
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
ࢠ
は「
そ
の
̃
൅

見
ފ
る
家
୉

ई
つ
ᇃ
ᨹ
」

を
ス
ʒ
ー
ガ
ン
に
、
խ
取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

ͭ
֡
᯾
年
᯿
ஸ
１
日
に
ᡚ
ᘯ
ᇌ
̽
地
ି
合
ղ
࢔
ᐉ

に
お
い
て
ᇌ
53
回
沖
縄
ᐝ
ֻ
໐
ޠ
ᥰ
ു
۩
会
を
᥈
Є

し
、
ᐝ
ֻ
Ӛ
А
ދ
全
ᗏ
生
ஸ
間
の
取
組
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

本
۩
会
に
は
ቨ
20
ճ
の
ᐝ
ֻ
、
海
事
ᥑ
η
者
が
Շ

Ӓ
し
、
ᐝ
ֻ
໐
ޠ
ʠ
ု
ဲ
の
減
少
目
೨
の
ᠷ
ਂ
を
目

੬
す
こ
と
を
ᚉ
っ
た
۩
会
ޚ
ᙏ
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、

ᐝ
ֻ
໐
ޠ
ᥰ
ു
Ԣ
会
の
᭘
߾
̤
ߊ
務
理
事
に
よ
る

「
ᐝ
ֻ
の
ʆ
ン
タ
ʐ
ɽ
ʐ
ス
の
ᄂ
σ
と
ɴ
ラ
ス
ʆ
ン

ト
߇
ᇝ
」
の
ཆ
ҡ
ᛅ
๳
が
行
わ
れ
、
ᐝ
内
で
の
良
好

な
͗
間
ᥑ
η
や
υ
頼
ᥑ
η
を
ೌ
ሂ
す
る
た
め
の
ஹ
意

ጸ
な
ᛅ
๳
と
な
り
ま
し
た
。

ஸ
間
中
は
、
ᙠ
ᐝ
੬
ߔ
ֻ
が
Ⴂ
内
の
խ
ั
に
ϴ
ඹ

中
の
ᐝ
ᐚ
を
ᙠ
れ
、
ދ
全
᧮
で
は
ឯ
ᒷ
ʠ
ڳ
ᒷ
な
ど

の
事
଑
ᥰ
ു
ડ
ጡ
、
η
ᐝ
ቹ
を
վ
ȭ
η
ᐝ
設
Ђ
の
ໜ

ಎ
ʠ
σ
ފ
の
֒
ე
と
、
ᗏ
生
᧮
で
は
ԓ
ᔢ
ִ
の
Ђ
え

ͧ
け
ཕ
ඵ
の
ᄂ
ᚇ
、
ᩖ
料
水
の
管
理
ཕ
ඵ
な
ど
の
ໜ

ಎ
੬
ߔ
を
行
い
ま
し
た
。

ୈ
53
ճ
ԭ
ೄ
ધ
һ
ࡂ
֐
๷
ࢭ
େ
会

๚
ધ
ࢦ
ಋ
ʹ
Α
Δ
఺
ݕ
ࢦ
ಋ
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沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
コ
ン
ɼ
ラ
イ
ɇ
ン
ス

ટ
ᠢ
ᙒ
࿶
を
ᇝ
ޔ
し
、೒
Ǚ
な
取
組
（
会
ᛟ
、ჟ
ω
、

ᛅ
ፅ
会
、ʄ
ー
ɫ
Ჰ
ン
ɕ
ᇔ
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ཆ
に
全
፹
ֻ
を
߇
᛼
と
し
た
「
コ
ン
ɼ
ラ
イ
ɇ

ン
ス
ʠ
ʄ
ー
ɫ
Ჰ
ン
ɕ
」
で
は
、
፹
ֻ
ղ
ێ
が
意

見
交
換
を
行
い
、
඼
ͭ
ᡈ
ފ
の
意
ᛖ
を
᫁
め
る
と

と
も
に
、
社
会
か
ら
ඇ
め
ら
れ
る
ы
務
ֻ
と
し
て

の
᜘
͵
に
つ
い
て
ፔ
え
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

᥈
発
ࣄ
設
ᡩ
で
は
、
ͭ
֡
᯽
年
ࢠ
か
ら
、
こ
う

し
た
コ
ン
ɼ
ラ
イ
ɇ
ン
ス
に
ᥑ
す
る
取
組
を
Ⴂ
内

の
行
ଐ
機
ᥑ
や
඼
͗
ᇔ
へ
紹
介
す
る
「
コ
ン
ɼ
ラ

イ
ɇ
ン
ス
Ґ
Ҵ
ᛅ
ࢡ
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ґ
Ҵ
ᛅ
ࢡ
で
は
、

当
ᡩ
の
取
組
事
例
、

コ
ン
ɼ
ラ
イ
ɇ
ン
ス
ʠ

ʄ
ー
ɫ
Ჰ
ン
ɕ
の
実

᝱
内
ޥ
の
ほ
か
、
ᠱ

Ն
の
̋
ᄱ
事
事
案
や

ћ
発
ᥰ
ു
ᇝ
な
ど
を
交

え
な
が
ら
、
፹
ֻ
が
ᛅ

ጸ
を
行
い
ま
す
。

୪
年
ࢠ
の
ᛅ
ࢡ
で

は
、
実
施
し
た
Ͷ
業
ؽ

の
፹
ֻ
か
ら
「
᥈
発
ࣄ

設
ᡩ
が
実
施
し
て
い
る

ۤ
く
の
コ
ン
ɼ
ラ
イ
ɇ

ン
ス
の
取
組
に
ᙋ
れ
、
ଽ
た
な
学
び
を
ऒ
る
こ
と

が
で
き
た
」
な
ど
の
ধ
ঔ
が
ީ
せ
ら
れ
、
Շ
Ӓ
者

の
コ
ン
ɼ
ラ
イ
ɇ
ン
ス
意
ᛖ
の
向
̉
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
取
組
は
、
ل
家
ы
務
ֻ
Ϧ
理
޾
త
会

が
ы
ᗕ
す
る
「
խ
࢞
ႜ
ᇔ
に
お
け
る
Ϧ
理
σ
持
に

ᥑ
᠞
す
る
取
組
事
例
」
に
お
い
て
、
ͭ
֡
᯽
年
ࢠ

の
「
り
ん
り
ん
᜶
」
に
ᡋ
ޔ
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

ͭ
֡
᯽
年
ࢠ
は
全
ل
᯾
機
ᥑ
が
ᡋ
ޔ
さ
れ
て
い

ま
す
。

ƫ
ᛅ
ጸ
内
ޥ

Ƴ
コ
ン
ɼ
ラ
イ
ɇ
ン
ス
に
つ
い
て

Ƴ
ᠱ
Ն
の
発
ළ
事
務
に
ᥑ
す
る
̋
ᄱ
事
と

ћ
発
ᥰ
ു
߇
ᇝ

Ƴ
発
ළ
事
務
担
当
者
Ջ
び
፹
ֻ
が
ᡈ
ފ
す
Ȧ
き
事
᨝

Ƴ
コ
ン
ɼ
ラ
イ
ɇ
ン
ス
ʠ
ʄ
ー
ɫ
Ჰ
ン
ɕ
な
ど

ƫ
ご
ң
用
に
あ
た
っ
て

ᯠ
᥈
Є
୳
間
ᯡ
࢈
日
10
୳
᲍
17
୳
の
間
で
１
୳
間
ᅟ
ࢠ

ᯠ
Ґ
Ҵ
ᇿ
ـ
ᯡ
沖
縄
Ⴂ
内
ど
こ
へ
で
も
お
Ά
い
し
ま
す

ᯠ
߇
᛼
ᯡ
地
ି
ы
ю
ؽ
Α
、
ы
ႇ
඼
͗
ᇔ

ᯠ
ኋ
ᜣ
ᇔ
ᯡ
ᛅ
๳
料
は
໬
料
で
す
。
ï
ᛅ
࡯
ෞ
ᡀ
の

ण
ᘬ
ኋ
ᜣ
は
ご
ᜐ
担
ᨛ
く
ڗ
合
が
あ
り
ま
す

ͭ
֡
8
年
6
ஸ
1
日
、
գ
風
6
ը
の
ࣤ
風
に

よ
り
、
ل
道
�
�
�
ը
沖
縄
市
Ꭲ
߮
交
࡙
ໜ

「
ʄ
Ჶ
ー
ɝ
ッ
ɔ
タ
ɋ
ン
ᨕ
市
ڗ
」
Ҵ
の
ガ
ɝ
Ჶ

ʃ
ʐ
が
Ϙ
ே
し
ま
し
た
。
᥁
年
地
域
に
ᘽ
し
ま

れ
て
き
た
ガ
ɝ
Ჶ
ʃ
ʐ
の
Ϙ
ே
を
Ւ
け
、
ԣ
ᡩ

ل
道
事
務
ਘ
は
႘
Ȏ
に
ћ
生
の
ಎ
ᙕ
を
᥈
ܤ
し

ま
し
た
。

6
ஸ
12
日
に
は
、
೶
ே
の
ߊ
᥂
家
ᇔ
に
よ
る

現
地
ᄂ
ᚇ
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
኎
௽
、
৵

ऱ
さ
れ
た
శ
の
ဲ
ൽ
は
な
く
೶
Ӯ
に
も
י
ᨵ
が

な
い
こ
と
が
Ҡ
ୡ
し
、「
ᡃ
җ
な
環
境
で
管
理

す
れ
ȝ
ћ
生
の
可
能
ॄ
は
Ԗ
分
ᚇ
め
ら
れ
る
」

と
の
見
解
が
ᄞ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
Ւ
け
、
沖
縄
市
が
管
理
す
る
៴
ᦠ

の
ъ
重
ࠝ
ы
َ
へ
ᅜ
ಇ
し
、
回
ङ
ཕ
ඵ
を
見

な
が
ら
е
の
ڗ
ਘ
へ
ਖ
す
ି
᢬
が
඗
ޔ
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
6
ஸ
19
日
に
໬
事
ᅜ
ಇ
Η
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ᅜ
ಇ
後
は
、
ଽ
た
な
ᒹ
が
ᑄ
ք
く
な
ど
೶
Ӯ

の
回
ङ
Ћ
向
が
ᄂ
ᚇ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ガ
ɝ
Ჶ
ʃ
ʐ
の
ћ
生
に
向
け
た
取
組
を
ۤ
く
の

ၱ
೒
に
ᘽ
し
み
を
持
っ
て
प
સ
し
て
い
た
ȍ
け

る
よ
う
、「
ə
ʉ
ガ
ɝ
Ჶ
ʃ
ʐ
が
ん
じ
Წ
ー
ɼ

ʒ
ɝ
Ჲ
ɔ
ト
」
と
し
て
ߵ
᥈
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

本
ճ
ᅛ
に
は
、
᥁
年
দ
さ
れ
て
き
た
ガ
ɝ
Ჶ

ʃ
ʐ
が
、も
う
̃
ࢠ
Ӑ
ࣤ
く
「
が
ん
じ
Წ
ー
（
е

ൽ
ʠ
ϵ
ࢦ
）」
に
ᔺ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
ᨻ
い

が
៮
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ԣ
ᡩ
ل
道
事
務
ਘ
は
、
今
後
も
地

域
の
ၱ
೒
と
と
も
に
ガ
ɝ
Ჶ
ʃ
ʐ
の

ਂ
᥁
を
見
ފ
り
な
が
ら
、
ћ
生
ʠ
ङ

е
に
向
け
た
取
組
を
ᠢ
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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ᐝ
ֻ
໐
ޠ
発
生
率
は
ᦍ
̉
Ӛ
А
者
の
໐
ޠ
に
൰
Ȧ

て
᫁
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ᐝ
ֻ
が
ͽ
፹
ʠ
離
፹
す
る
こ
と
は
海
ᠯ
業
Ջ
び
๬

業
に
と
っ
て
͗
的
資
源
の
઼
۰
で
あ
る
ȍ
け
で
な
く
、

ᦍ
̉
に
൰
Ȧ
᫁
い
ᐝ
ֻ
໐
ޠ
発
生
率
は
、
ᑒ
年
者
に

ᐝ
ֻ
と
い
う
፹
業
を
ଠ
遠
さ
せ
る
ᘬ
ؼ
に
も
な
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
᠗
し
て
ᐝ
ֻ
の
ދ
全
ᗏ

生
に
߇
す
る
意
ᛖ
の
᫁
લ
Ջ
び
ᐝ
ֻ
໐
ޠ
ᥰ
ു
߇
ᇝ

を
̃
߹
ટ
ᠢ
し
て
い
き
ま
す
。
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▼
お
問
合
せ
先

運
輸
部

船
舶
船
員
課

☎
０
９
８-

８
６
６-

１
８
３
８

ӡ༌部

仕 事
窓の12

令和８年度
船員労働安全衛生月間の実施

例
年
᯿
ஸ
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の
１
か
ஸ
間
は
、

ᐝ
ֻ
໐
ޠ
の
減
少
と
ᐝ
内
に
お
け
る
ދ
全
で
म
ᡃ
な

Η
業
環
境
、
ߪ
Ύ
環
境
の
実
現
を
目
੬
し
て
、ᯨ
ᐝ

ֻ
Ӛ
А
ދ
全
ᗏ
生
ஸ
間
ᯩ
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
ࢠ
は「
そ
の
̃
൅

見
ފ
る
家
୉

ई
つ
ᇃ
ᨹ
」

を
ス
ʒ
ー
ガ
ン
に
、
խ
取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

ͭ
֡
᯾
年
᯿
ஸ
１
日
に
ᡚ
ᘯ
ᇌ
̽
地
ି
合
ղ
࢔
ᐉ

に
お
い
て
ᇌ
53
回
沖
縄
ᐝ
ֻ
໐
ޠ
ᥰ
ു
۩
会
を
᥈
Є

し
、
ᐝ
ֻ
Ӛ
А
ދ
全
ᗏ
生
ஸ
間
の
取
組
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

本
۩
会
に
は
ቨ
20
ճ
の
ᐝ
ֻ
、
海
事
ᥑ
η
者
が
Շ

Ӓ
し
、
ᐝ
ֻ
໐
ޠ
ʠ
ု
ဲ
の
減
少
目
೨
の
ᠷ
ਂ
を
目

੬
す
こ
と
を
ᚉ
っ
た
۩
会
ޚ
ᙏ
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、

ᐝ
ֻ
໐
ޠ
ᥰ
ു
Ԣ
会
の
᭘
߾
̤
ߊ
務
理
事
に
よ
る

「
ᐝ
ֻ
の
ʆ
ン
タ
ʐ
ɽ
ʐ
ス
の
ᄂ
σ
と
ɴ
ラ
ス
ʆ
ン

ト
߇
ᇝ
」
の
ཆ
ҡ
ᛅ
๳
が
行
わ
れ
、
ᐝ
内
で
の
良
好

な
͗
間
ᥑ
η
や
υ
頼
ᥑ
η
を
ೌ
ሂ
す
る
た
め
の
ஹ
意

ጸ
な
ᛅ
๳
と
な
り
ま
し
た
。

ஸ
間
中
は
、
ᙠ
ᐝ
੬
ߔ
ֻ
が
Ⴂ
内
の
խ
ั
に
ϴ
ඹ

中
の
ᐝ
ᐚ
を
ᙠ
れ
、
ދ
全
᧮
で
は
ឯ
ᒷ
ʠ
ڳ
ᒷ
な
ど

の
事
଑
ᥰ
ു
ડ
ጡ
、
η
ᐝ
ቹ
を
վ
ȭ
η
ᐝ
設
Ђ
の
ໜ

ಎ
ʠ
σ
ފ
の
֒
ე
と
、
ᗏ
生
᧮
で
は
ԓ
ᔢ
ִ
の
Ђ
え

ͧ
け
ཕ
ඵ
の
ᄂ
ᚇ
、
ᩖ
料
水
の
管
理
ཕ
ඵ
な
ど
の
ໜ

ಎ
੬
ߔ
を
行
い
ま
し
た
。
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沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
コ
ン
ɼ
ラ
イ
ɇ
ン
ス

ટ
ᠢ
ᙒ
࿶
を
ᇝ
ޔ
し
、೒
Ǚ
な
取
組
（
会
ᛟ
、ჟ
ω
、

ᛅ
ፅ
会
、ʄ
ー
ɫ
Ჰ
ン
ɕ
ᇔ
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ཆ
に
全
፹
ֻ
を
߇
᛼
と
し
た
「
コ
ン
ɼ
ラ
イ
ɇ

ン
ス
ʠ
ʄ
ー
ɫ
Ჰ
ン
ɕ
」
で
は
、
፹
ֻ
ղ
ێ
が
意

見
交
換
を
行
い
、
඼
ͭ
ᡈ
ފ
の
意
ᛖ
を
᫁
め
る
と

と
も
に
、
社
会
か
ら
ඇ
め
ら
れ
る
ы
務
ֻ
と
し
て

の
᜘
͵
に
つ
い
て
ፔ
え
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

᥈
発
ࣄ
設
ᡩ
で
は
、
ͭ
֡
᯽
年
ࢠ
か
ら
、
こ
う

し
た
コ
ン
ɼ
ラ
イ
ɇ
ン
ス
に
ᥑ
す
る
取
組
を
Ⴂ
内

の
行
ଐ
機
ᥑ
や
඼
͗
ᇔ
へ
紹
介
す
る
「
コ
ン
ɼ
ラ

イ
ɇ
ン
ス
Ґ
Ҵ
ᛅ
ࢡ
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ґ
Ҵ
ᛅ
ࢡ
で
は
、

当
ᡩ
の
取
組
事
例
、

コ
ン
ɼ
ラ
イ
ɇ
ン
ス
ʠ

ʄ
ー
ɫ
Ჰ
ン
ɕ
の
実

᝱
内
ޥ
の
ほ
か
、
ᠱ

Ն
の
̋
ᄱ
事
事
案
や

ћ
発
ᥰ
ു
ᇝ
な
ど
を
交

え
な
が
ら
、
፹
ֻ
が
ᛅ

ጸ
を
行
い
ま
す
。

୪
年
ࢠ
の
ᛅ
ࢡ
で

は
、
実
施
し
た
Ͷ
業
ؽ

の
፹
ֻ
か
ら
「
᥈
発
ࣄ

設
ᡩ
が
実
施
し
て
い
る

ۤ
く
の
コ
ン
ɼ
ラ
イ
ɇ

ン
ス
の
取
組
に
ᙋ
れ
、
ଽ
た
な
学
び
を
ऒ
る
こ
と

が
で
き
た
」
な
ど
の
ধ
ঔ
が
ީ
せ
ら
れ
、
Շ
Ӓ
者

の
コ
ン
ɼ
ラ
イ
ɇ
ン
ス
意
ᛖ
の
向
̉
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
取
組
は
、
ل
家
ы
務
ֻ
Ϧ
理
޾
త
会

が
ы
ᗕ
す
る
「
խ
࢞
ႜ
ᇔ
に
お
け
る
Ϧ
理
σ
持
に

ᥑ
᠞
す
る
取
組
事
例
」
に
お
い
て
、
ͭ
֡
᯽
年
ࢠ

の
「
り
ん
り
ん
᜶
」
に
ᡋ
ޔ
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

ͭ
֡
᯽
年
ࢠ
は
全
ل
᯾
機
ᥑ
が
ᡋ
ޔ
さ
れ
て
い

ま
す
。

ƫ
ᛅ
ጸ
内
ޥ

Ƴ
コ
ン
ɼ
ラ
イ
ɇ
ン
ス
に
つ
い
て

Ƴ
ᠱ
Ն
の
発
ළ
事
務
に
ᥑ
す
る
̋
ᄱ
事
と

ћ
発
ᥰ
ു
߇
ᇝ

Ƴ
発
ළ
事
務
担
当
者
Ջ
び
፹
ֻ
が
ᡈ
ފ
す
Ȧ
き
事
᨝

Ƴ
コ
ン
ɼ
ラ
イ
ɇ
ン
ス
ʠ
ʄ
ー
ɫ
Ჰ
ン
ɕ
な
ど

ƫ
ご
ң
用
に
あ
た
っ
て

ᯠ
᥈
Є
୳
間
ᯡ
࢈
日
10
୳
᲍
17
୳
の
間
で
１
୳
間
ᅟ
ࢠ

ᯠ
Ґ
Ҵ
ᇿ
ـ
ᯡ
沖
縄
Ⴂ
内
ど
こ
へ
で
も
お
Ά
い
し
ま
す

ᯠ
߇
᛼
ᯡ
地
ି
ы
ю
ؽ
Α
、
ы
ႇ
඼
͗
ᇔ

ᯠ
ኋ
ᜣ
ᇔ
ᯡ
ᛅ
๳
料
は
໬
料
で
す
。
ï
ᛅ
࡯
ෞ
ᡀ
の

ण
ᘬ
ኋ
ᜣ
は
ご
ᜐ
担
ᨛ
く
ڗ
合
が
あ
り
ま
す

ͭ
֡
8
年
6
ஸ
1
日
、
գ
風
6
ը
の
ࣤ
風
に

よ
り
、
ل
道
�
�
�
ը
沖
縄
市
Ꭲ
߮
交
࡙
ໜ

「
ʄ
Ჶ
ー
ɝ
ッ
ɔ
タ
ɋ
ン
ᨕ
市
ڗ
」
Ҵ
の
ガ
ɝ
Ჶ

ʃ
ʐ
が
Ϙ
ே
し
ま
し
た
。
᥁
年
地
域
に
ᘽ
し
ま

れ
て
き
た
ガ
ɝ
Ჶ
ʃ
ʐ
の
Ϙ
ே
を
Ւ
け
、
ԣ
ᡩ

ل
道
事
務
ਘ
は
႘
Ȏ
に
ћ
生
の
ಎ
ᙕ
を
᥈
ܤ
し

ま
し
た
。

6
ஸ
12
日
に
は
、
೶
ே
の
ߊ
᥂
家
ᇔ
に
よ
る

現
地
ᄂ
ᚇ
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
኎
௽
、
৵

ऱ
さ
れ
た
శ
の
ဲ
ൽ
は
な
く
೶
Ӯ
に
も
י
ᨵ
が

な
い
こ
と
が
Ҡ
ୡ
し
、「
ᡃ
җ
な
環
境
で
管
理

す
れ
ȝ
ћ
生
の
可
能
ॄ
は
Ԗ
分
ᚇ
め
ら
れ
る
」

と
の
見
解
が
ᄞ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
Ւ
け
、
沖
縄
市
が
管
理
す
る
៴
ᦠ

の
ъ
重
ࠝ
ы
َ
へ
ᅜ
ಇ
し
、
回
ङ
ཕ
ඵ
を
見

な
が
ら
е
の
ڗ
ਘ
へ
ਖ
す
ି
᢬
が
඗
ޔ
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
6
ஸ
19
日
に
໬
事
ᅜ
ಇ
Η
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ᅜ
ಇ
後
は
、
ଽ
た
な
ᒹ
が
ᑄ
ք
く
な
ど
೶
Ӯ

の
回
ङ
Ћ
向
が
ᄂ
ᚇ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ガ
ɝ
Ჶ
ʃ
ʐ
の
ћ
生
に
向
け
た
取
組
を
ۤ
く
の

ၱ
೒
に
ᘽ
し
み
を
持
っ
て
प
સ
し
て
い
た
ȍ
け

る
よ
う
、「
ə
ʉ
ガ
ɝ
Ჶ
ʃ
ʐ
が
ん
じ
Წ
ー
ɼ

ʒ
ɝ
Ჲ
ɔ
ト
」
と
し
て
ߵ
᥈
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

本
ճ
ᅛ
に
は
、
᥁
年
দ
さ
れ
て
き
た
ガ
ɝ
Ჶ

ʃ
ʐ
が
、も
う
̃
ࢠ
Ӑ
ࣤ
く
「
が
ん
じ
Წ
ー
（
е

ൽ
ʠ
ϵ
ࢦ
）」
に
ᔺ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
ᨻ
い

が
៮
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ԣ
ᡩ
ل
道
事
務
ਘ
は
、
今
後
も
地

域
の
ၱ
೒
と
と
も
に
ガ
ɝ
Ჶ
ʃ
ʐ
の

ਂ
᥁
を
見
ފ
り
な
が
ら
、
ћ
生
ʠ
ङ

е
に
向
け
た
取
組
を
ᠢ
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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ǔৎΏഫใțɷʐɓȜǕ௽ޘが親木につい
たままᅪݯが発芽ʠਂ ᥁しǕ౰ཕțᑊに᎔Ȑ
ȓǸら落下しまȆǖȀțͤኇȬを͗᥋țҐ
࿩になȋらǵȓǠ᎛࿨発芽ǡȕ֛ȠまȆǖ
ǔɷʐɓが᎔つ෭水ȕช水がตȃȷծǳ
඘水ڀțහ地ȜǕຉțࢇๅȱᢈቷ̋᝞なȖ
ಇགྷにȕȐȓᠱᢇな࿈گȔȆǖ᎛࿨発芽に
ȵȷᑊțཕশまȔ᎔ȐȓǸら落下ȆȸȀȕ
ȔǕቷ୕ǼశをࣣȸȀȕがȔǺまȆǖȀț
ȵǳなɷʐɓᨽなȖțಇགྷጶ落ȜǠʃʘɕ
ʒʡɻǡȕ֛ȝȹȓいまȆǖ
ǔቨ10haにǷȵȣৎΏഫใțɷʐɓ௻
ȜǕඣዐொࠝஶ۩ᘳ೬ȕしȓلț۪໮ᙚऱ
གྷに੬ޔȂȹȓいまȆǖȊț֒៬にଣЂȂ
ȹたǠ௬௛ȢȹǯいɷʐɓыَǡȔȜǕч᥁
335mț遊൅ᠶǸらɷʐɓ௻ț᥋をଞᇝ
しǕ᥋៴Ȕᙁ޶ȆȸȀȕがȔǺǕɐɱʡɩ
ɇʡȯ͗ൽをᦲȮȓいまȆǖ

なかゆくい

ग़୊ɿ౦ଜ࣍ࠤܚ࿷ͷώϧΪ林ʹੜଉ͢ΔώϧΪͷछࢠ͸
 ͲͷΑ͏ʹൃժ͢ΔͰ͠ΐ͏ ʁ͔

地໘にམԼͨ͠ޙにൃժ

ܚ
ࠤ
࣍
࿷
の

　
　ώ
ϧ
Ϊ
ྛ

げ

  

さ

  

し

਌໦についͨ··ൃժ2ਖ਼ղ͸ Ͱ ʂ͢

1 ਌໦についͨ··ൃժ2 ਫ໘をු༡͠ながΒൃժ3

うちな～んQ
今日から使える
沖縄雑学クイズ

ඣዐኼծ̼ө̼͗ߨᚘચ࿬੉࣮のଽٺですǖ
፹ֻに᥺ȶȇǕ࿳ॄ፹ֻǹ᎔рͽಪȿՑऒॄ܋ではǕߨ࣮
するɖʡɞȯڲえȓǷȷȫすǖ
᎔рͽಪȿՑऒする፹ֻのͬவᘬֻȕしȓǕ͵ ௄ͧ፹ֻ
ȿӬᦲしȓǷȷȫすのでǕণമのǯるିǕᐄ֖ǹǯるି
はǕȉȟ࣮ߨHPのચ࿬঄ږȿȁᘻǼȍさǱ！！

ᠯ៊ᡩᦍ̉͌᠗ᚘțጸ᥋ȔȆǖᅌȜǕɭʎɨɔを࿬い

たᠯ᠇̼ಪに߇Ȇȸᙢᚇբಪөを੉࣮しȓいまȆǖ

࢐い᨜Ǹらឨが܎ǺȍȐたȀȕȯǯȷǕྣٖǕឨ̖を

ො࿬した̼ಪにૈȼȸ̼ͤがȔǺȓいȸȀȕにǕ۩Ǻ

なȱȷがいをধȅȓいまȆǖ

またǕ̼ಪፖȱͥțᗉଐ೿ᥑȕȱȷՑȷȆȸ೿;がۤ

ǼǕȂまȃまな඼ͭȱߊ᥂࿬ᚍにᙋȹȸȀȕȔǕ୑Ǚ

ეᛖをฒȮながらಪөにՑȷኇȮȸໜにȯ᫥ӐをধȅȓいまȆǖ

ȂらにǕᠯ៊ᡩȔȜɭʎɨɔᠯ᠇̼ಪȍǾȔなǼǕɵɞȱɤɔɜʡǕ

ᐝᐚを࿬いた̼ಪにȯૈȼȸ೿;がǯȷまȆǖ͞後ȜȀǳした࢕ࡻいҖ

ᢤțಪөにȯੰ਍しǕኋ᪟をᅸɀȔいǾȸȀȕを಴しȬにしȓいまȆǖ

運輸部若手職員での「Good Vibes Trip」の様子

ひ
と
こ
と

採
用
担
当
の

ココ

おしごと紹介

19 ����ƍ11�1�ஸը

★★

やえやまみんさー

八重山ミンサー

糸芭蕉から糸が取れるまで3年も
かかり、一反仕上げるのに必要な
糸芭蕉の数は約200本にもなりま
す。このように、糸芭蕉の栽培か
ら織物の完成まで、一貫して手作
業で製作されていることが喜如嘉
の芭蕉布の大きな特徴です。

きじょかのばしょうふ

喜如嘉の芭蕉布
よなぐにおり

与那国織

起源は13世紀頃、糸芭蕉の
原皮から取れる糸を手で績
み、絣糸は手くくりし、琉球
藍、相思樹（そうしじゅ）等
の植物染料で染め、織り上
げます。沖縄固有の織物で、
軽くてさらりとした風合い
をもち、肌にべとつかない
ので、古くから人々に愛さ
れています。

起源は定かではありません
が、15世紀末の記録が残って
います。与那国花織、与那国
ドゥタティ（平織）、与那国カガン
ヌブー（細帯）、与那国シダディ
（手巾）の4種の織物があり
ます。原料は絹糸、綿糸、麻
糸などで、染料は地元の植物
染料を用いています。

綿糸をインド藍、琉球藍、フク
ギ、クール（紅露）等の植物染
料で染めた絣織物で、たてう
ね織の一種です。主に南国的
な明るさを持つ帯で、ネクタ
イや袋物を生産しています。
ミンサーの模様は5つと4つ
の組み合わせが交互に織ら
れ「いつ（五つ）の世（四つ）ま
でも末永く」という願いが込
められています。

八重山ミンサーの起源はアフガニ
スタンの小さな絣の帯と言われて
おり、チベット、中国を経て伝来し
たと言われております。なお、沖
縄本島で製織されている首里ミン
サー、読谷山ミンサーは南方の紋
織りの流れといわれています。

原材料から地元産シダディ（手巾）は旅の安全と健
康を祈る「守神」として織られて
いましたが、人頭税以降は、思い
を託す「思いのシダディ」として織
られるようになったと伝えられ
ています。またカガンヌブー（細
帯）は、女性から男性への愛の告
白として送られ「夫婦絣」という
意味があったそうです。

心を込め織られる織物

シルクロードを通して
伝わった？

★

やえやまじょうふ

八重山上布

起源は未詳ですが、記録の上
では17世紀初めの薩摩への
貢納布（こうのうふ）として知
られています。苧麻（ちょま）
を原料として絣は手くくり又
は、すり込み捺染（なっせん）
で、染料は琉球藍や、クール
（紅露）等の植物染料を用い
ています。

大正天皇即位を奉祝して、十文字柄
と亀の甲柄を各一反ずつ織り上
げ、天皇・皇后両陛下に献上されま
した。八重山上布は、苧麻（ちょま）
の繊維を原料に織られた白上布で、
風通しがよく、夏の衣服としては最
適です。

大正天皇皇后両陛下への
献上品

★

その3沖縄の伝統的工芸品
Okinawa’s Traditional Crafts
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み、絣糸は手くくりし、琉球
藍、相思樹（そうしじゅ）等
の植物染料で染め、織り上
げます。沖縄固有の織物で、
軽くてさらりとした風合い
をもち、肌にべとつかない
ので、古くから人々に愛さ
れています。

起源は定かではありません
が、15世紀末の記録が残って
います。与那国花織、与那国
ドゥタティ（平織）、与那国カガン
ヌブー（細帯）、与那国シダディ
（手巾）の4種の織物があり
ます。原料は絹糸、綿糸、麻
糸などで、染料は地元の植物
染料を用いています。

綿糸をインド藍、琉球藍、フク
ギ、クール（紅露）等の植物染
料で染めた絣織物で、たてう
ね織の一種です。主に南国的
な明るさを持つ帯で、ネクタ
イや袋物を生産しています。
ミンサーの模様は5つと4つ
の組み合わせが交互に織ら
れ「いつ（五つ）の世（四つ）ま
でも末永く」という願いが込
められています。

八重山ミンサーの起源はアフガニ
スタンの小さな絣の帯と言われて
おり、チベット、中国を経て伝来し
たと言われております。なお、沖
縄本島で製織されている首里ミン
サー、読谷山ミンサーは南方の紋
織りの流れといわれています。

原材料から地元産シダディ（手巾）は旅の安全と健
康を祈る「守神」として織られて
いましたが、人頭税以降は、思い
を託す「思いのシダディ」として織
られるようになったと伝えられ
ています。またカガンヌブー（細
帯）は、女性から男性への愛の告
白として送られ「夫婦絣」という
意味があったそうです。

心を込め織られる織物

シルクロードを通して
伝わった？

★

やえやまじょうふ

八重山上布

起源は未詳ですが、記録の上
では17世紀初めの薩摩への
貢納布（こうのうふ）として知
られています。苧麻（ちょま）
を原料として絣は手くくり又
は、すり込み捺染（なっせん）
で、染料は琉球藍や、クール
（紅露）等の植物染料を用い
ています。

大正天皇即位を奉祝して、十文字柄
と亀の甲柄を各一反ずつ織り上
げ、天皇・皇后両陛下に献上されま
した。八重山上布は、苧麻（ちょま）
の繊維を原料に織られた白上布で、
風通しがよく、夏の衣服としては最
適です。

大正天皇皇后両陛下への
献上品

★

その3沖縄の伝統的工芸品
Okinawa’s Traditional Crafts

182026│11-12月号
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公式
YouTube

@okisou.naikakufu @内閣府沖縄総合事務局

公式
Facebook

@okisokyoku

公式X

https://www.ogb.go.jp

公式
Website
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